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Keio Research Center for the Liberal Arts

Newsletter 47
慶應義塾大学教養研究センターニューズレター第47号/2025年11月29日発行
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100年、80年、40年──周年に響くレクイエム

教養研究センター副所長

高橋宣也（文学部）
Nobuya Takahashi

　今年2025年は「昭和100年」なのだそうです。令和も平
成も飛び越えて、レトロに昭和を懐かしむ風潮からすれば、

「古き良き昭和」を振り返るのには格好の節目というとこ
ろでしょうか。しかしその昭和には第二次世界大戦という
厄災もあり、今年はその終結80年でもあります。人間が自
らにもたらした悲惨から、世界の人々は愚行の所以を学び、
困難はあっても、この80年の間に賢明な進路を辿ろうと努
めてきたはず。
　そこにもう一つ、日航ジャンボ機墜落事故から40年とい
う月日に感慨も浮かびます。ここ100年に大いに躍進した
科学技術の負の面として忘れ難い大事故です。当時学生
だった私が所属していた大学オーケストラの後輩の親御さ
んがそこで亡くなりました。戦後日本のオーディオブーム
を支えた技術者でいらしたといいます。陽の照りつけるな
か仲間たちと葬儀に参列したあの日のことは、今も脳裏に
焼き付いています。
　そうした節目の今年、日本ではいくつかのオーケストラ
がブリテン作曲の〈戦争レクイエム〉の公演を行いました。
第二次世界大戦で破壊された聖堂の再建を記念して書かれ
た大曲です。この曲では、大戦の犠牲者を通例のラテン語
典礼の形式に則って悼みながら、その進行に第一次世界大

戦で戦死した詩人オーエンの英語詩の歌が割って入り、戦
場で敵対した者たちが嘆き、死神と戯れ、遂には和解へと
向かいます。日陰にある人や子どもの心情に寄り添うこと
を本領とするブリテンが、筋金入りの平和主義者として敢
えて公の場に向けて放った、渾身の音楽モニュメントです。
　ブリテンが描く慰藉への道は、ひと筋にはいきません。
大砲は、悪を撃つ有効な手段であり、魂から断ち切られる
べき禍々しい兵器でもあります。ラテン語の式次第ではア
ブラハムの子孫はフーガ形式で増殖するのが当たり前なの
に、そこにオーエンの詩が邪魔に入って寓話の常道を逆転
させてしまい、アブラハムは息子イサクを殺害、それに
伴ってヨーロッパの人口は減っていきます。しかしそれで
も、個としての人は死にまみえても敵対者と向き合い、当
の相手に寄り添い、安息の眠りへと互いをいざなうのです。
　この作品にはいまだ現代に通じるアクチュアリティーが
ある、という事実はむしろ不幸なことなのですが、それで
もこの戦後80年の折に演奏すること自体が、悲劇を振り返
り、死者を記憶し、前進する力を聴き手にもたらしてくれ
ます。
　事故による死も、戦禍の犠牲のことも、周年の節目は思
いを致す縁となります。記憶はやがては風化し変容するを
免れませんが、立ち止まって省みることをやめれば、それ
は結局は知性を、教養を手放すことにつながるでしょう。
芸術作品の体験は、そんな人間性の劣化を阻む真摯な行為
となるはずです。〈戦争レクイエム〉を締めくくる曖昧で
謎めいた、しかしほのかに暖かい長調の「アーメン」
にこもった希望の響きに、私はじっと耳を傾けます。
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私 の 「 ス ー パ ー 銭 湯 」 自 慢

私は毎週のようにスーパー銭湯に通っています。最初は気分転換のための、ささやかな習慣にすぎませんでし
た。しかし、気がつけば関東圏のスーパー銭湯はほとんど巡り終えていました。最近では新幹線に乗り、関東

周辺の温浴施設へと足を延ばすようになりました。いわば“湯活遠征”です。
　学会や研究発表で地方を訪れた際にも、現地のスーパー銭湯に立ち寄ることが少なくありません。東京の施設とは
異なる趣や、地元の人々の何気ない会話、湯の肌触り、湯上がりの空気には、その土地ならではの風土がにじみ出て
います。日常を少し離れて、世界を別の角度から見つめ直すような、そんな時間がそこにはあります。
　私たちが所属する日吉キャンパスの近くには、「綱島源泉 湯けむりの庄」という名
湯があります。綱島は昭和初期に温泉街として栄え、「東京の奥座敷」とも呼ばれて
いました。今ではその面影も薄れましたが、湯けむりの庄に足を踏み入れると、当時
の風情がかすかに感じられます。黒湯の天然温泉や炭酸泉、和の趣を感じさせる内装
など、館内は癒しに満ちた空間です。
　そして湯上がりには、決まってビールと軽いつまみをいただきます。火照った体に
冷たい一杯が染みわたるとき、「ああ、また一週間、頑張れそうだな」と感じます。
スーパー銭湯は、私にとって癒しであると同時に、ささやかな再出発の場でもあるの
です。
 （システムデザイン・マネジメント研究科　水門善之）

　

【想像力とコミュニティ研究会30】 
すごいぞ！シロアリのコミュニティ

９月30日（火）18：30～ 20：00　カドベヤ
【基盤研究】文理連接プロジェクト第４回　中間発表１

10月４日（土）日吉キャンパス来往舎103・104
古楽アカデミー・オーケストラ・小合唱／ヴェルニゲ

ローデ放送合唱団青年部(ドイツ)との合同・交流演奏会
10月12日（日）　藤原洋記念ホール

【「学び場」プロジェクト】
10月13日（月）～ 2026年１月23日（金） 

日吉図書館1階スタディサポート
【想像力とコミュニティ研究会32】得我（描）く 

ワタシとI do meするわたし〜命の伝道師を目指す、 
新しい自分探しと自己選択の軌跡〜

11月４日（火）18：30～ 20：00　カドベヤ
【読書会】「晴読雨読」第18回：若澤佑典

11月12日（水）17：00～18：00　日吉キャンパス来往舎103/104
【学会・ワークショップ等開催支援】国際シンポジウム： 

ウクライナ文化の奥深さと多様性─最前線からの報告
11月19日（水）13：50～ 18：10 

日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース
【学会・ワークショップ等開催支援】日吉キャンパスにえがく夢 
─第五校舎跡地から考える持続可能なキャンパスライフ─

12月（予定）　日吉キャンパス内
【学会・ワークショップ等開催支援】 

慶應義塾大学体育研究所・公社）全国大学体育連合関東
支部共催ワークショップ「ルーブリック活用のための

ワークショップ&ディスカッション」
12月６日（土）　日吉キャンパススポーツ棟

教養の一貫教育vol.12　舞踏家・小林嵯峨による 
舞踏ワークショップ「こころ」

12月17日（金）15：15～ 17：30　高等学校日吉協育ホール
【読書会】「晴読雨読」第19回：若澤佑典

12月（予定）日吉キャンパス内
コレギウム・ムジクム・オーケストラ演奏会

１月７日（水）　藤原洋記念ホール
古楽アカデミー・オーケストラ・小合唱演奏会

１月10日（土）　藤原洋記念ホール

【日吉キャンパス公開講座】「自然と人工」
１回目：10月４日（土）、２回目：10月25日（土） 
３回目：11月８日（土）、４回目：11月15日（土） 
５回目：11月29日（土） 
13：00～16：15　日吉キャンパスD101教室／藤原洋記念ホール（11/15のみ）

【学会・ワークショップ等開催支援】私の身体と記憶を
紡ぐ─アンナ・バースによる舞踏と即興ワークショップ
10月７日（火）　日吉キャンパス来往舎大会議室

【情報の教養学】第４回：山中祥太「使いやすいユーザ
インタフェースのデザインを理論的に研究する」
10月22日（水）16：30～ 18：00　日吉キャンパス来往舎大会議室

【想像力とコミュニティ研究会31】 
ダンスで世界をつなぐ　東京⇔ベルリン 
パフォーマンスプロジェクト チームMIMIZUの挑戦
10月28日（火）18：30～ 20：00　日吉キャンパス来往舎大会議室

【情報の教養学】第５回：山本龍彦 
「AI×アテンション・エコノミーと人間の尊厳 
─SNSはあなたを幸福にしていますか？─」
11月５日（水）16：30～ 18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【情報の教養学】第６回：高道慎之介「音のAIを知り人間を知ろう」
12月３日（水）16：30～ 18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【HAPP】新入生歓迎行事／ジェンダーレスなインプレッションメイク
12月５日（金）16：30～18：30 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【基盤研究】文理連接プロジェクト第５回　中間発表２
12月６日（土）　日吉キャンパス来往舎103・104

【学会・ワークショップ等開催支援】 
Analytic Number Theory and Special Functions
12月８日（月）～ 10日（水）　日吉キャンパス来往舎

【HAPP】新入生歓迎企画／教養の一貫教育Vol.11 
「永井荷風文学賞リレー講演会」１
12月12日（金）15：15～ 17：45　高等学校日吉協育ホール

【基盤研究】文理連接プロジェクト第６回　最終発表
2月28日（土）　日吉キャンパス来往舎103・104

【読書会】「晴読雨読」第20回：若澤佑典
３月（予定）日吉キャンパス内

第二次世界大戦で爆撃されたイギリス、コ
ヴェントリー大聖堂の今に残る廃墟。この隣
に建立された新しい聖堂のためにブリテンの
曲は書かれた。
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月

11
月
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月

１
月

※活動予定は中止・延期・変更となる可能性があります。

基盤研究
教養研究講演会 no.11 オウム真理教事件を通じて現代社会を見る─「抑圧されたもの」の回帰のように

　教養研究センターは看板通りに教養を研究すべし。教養
の中でも大切なのはたとえば宗教。というわけで、ここ何
年か、宗教をテーマに講演会を行っています。でも、いわ
ゆる新興宗教についてはまだだったのです。そこで、社会
学者の大澤真幸先生をお招きし、６月４日に開催したのが

「オウム真理教事件を通じて現代社会を見る─「抑圧され
たもの」の回帰のように」でありました。地下鉄サリン事
件はちょうど30年前。戦後50年の年でした。東京のど真ん
中での毒ガスを用いた無差別テロ。しかもそれを新興宗教
団体が起こした。あまりに異常で例外的。でも30年たって
そう言えるのか。本講演の問題意識でしょう。そもそも流

行する新興宗教の危機意識の
もちようや極端な行動とは、
後から考えれば未来の尖鋭な
先取りであることが多いので
す。オウム真理教の場合も、
2020年代になってみれば、た
とえば超大国の行動原理の先
取りのように解釈しうる。そ
うした観点からの縦横無尽な
語りに会場は震撼したのでし
た。 （片山杜秀）

読書会「晴読雨読」アイデアの系譜学
　「書籍と発想を持ち寄る」本読書会も、企画実施３年目
を迎えました。日吉キャンパスの季節感を意識しつつ、毎
回「ちょっと謎めいた、しかし自分も何かを言いたくな
る」お題を掲げ、来往舎103/104号室に集っています。25
年度の初回は、新生活が始まる春ということで「思考のリ
ズム感覚：論理のスタートダッシュ」（４月30日）と銘打
ちました。第２回は『鳥たちのフランス文学』に触発され、

「鳥たちの来襲？：歌声・かたち・移動」（５月30日）とい
うお題に。第３回の「熱帯的感受性：ムシムシの彼岸にあ
る言葉たち」（７月16日）では学期末の疲弊感を言語感覚
に取り込み、第４回の「弱音の効用：フラジャイルなもの
の愛で方・接し方」（８月７日）ではヨシタケシンスケの

絵本を扱いました。時
に他キャンパス（三田
に加えて、信濃町の医
学部生も！）からの参
加、慶應義塾高校の生
徒や先生方の来訪、通
信教育課程や卒業生の
みなさんのコミットメ
ントによって、毎回創
造的な混沌が生まれて
います。
 （若澤佑典）

文理連接プロジェクト

　2025年度の「文理連接研究会」は、昨年度に続き「人
工」という共通テーマの下で、２回のゲスト講演と４回の
ワークショップを行い、年度末に論考集『連接』第４号

（2026年４月発行予定）を作成します。
　１回目のゲスト講演（５月24日）は冨岡薫さん（東京大
学特任研究員）による「日本における人工妊娠中絶の歴史
と現状：過去、現在、そして未来へ」、２回目のゲスト講
演（６月28日）は金子晋丈さん（理工学部）による「ネッ
トワーク：自然と人工のインタラクション」でした。この
２回の講演を今年度の出発点として、研究会の参加者（随
時募集中）各自が、それぞれの専門分野の視点から、年度
末までに「人工」についての考察をまとめます。
　７月19日に論考の計画発表、10月４日と12月６日に中間

発表、２月28日に最終発表を行
い、文理を跨ぐ異なる分野の研
究者たちが、「人工」に係わる
様々な主題について自由に議論
をし、大いに触発し合います。
　研究会の活動については随時
ブログで公開しており、2022年度から2024年度までの成果
である『連接』第１号、第２号、第３号も閲覧できます

（https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/bunri/）。研究会への参加は
基本的に研究者・教員に限定していますが、どなたでも気
軽にご参加いただけます。関心のある方はぜひご連絡くだ
さい。
 （荒金直人）

大澤 真幸
Masachi Osawa

6 月 4 日（水）
18:10 ～ 19:40

no.11

主催 ： 慶應義塾大学教養研究センター お問合せ ： toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

日吉キャンパス来往舎 1F

シンポジウムスペース

プロフィール

　1958年長野県松本市生まれ。東京大学大学院社会学
研究科卒。社会学博士。千葉大学文学部助教授、京都
大学大学院人間・環境学研究科教授等を歴任。現在、
個人思想誌『Thinking「O」』（左右社）主宰。『行
為の代数学』（青土社）、『身体の比較社会学』（勁
草書房）、『増補　虚構の時代の果て』（ちくま学芸
文庫）、『不可能性の時代』（岩波新書）、『ナショ
ナリズムの由来』（講談社、毎日出版文化賞）、『ふ
しぎなキリスト教』（橋爪大三郎と共著、講談社現代
新書、中央公論新書大賞）、『自由という牢獄』（岩
波書店、河合隼雄学芸賞）、『社会学史』（講談社現
代新書）、『〈世界史〉の哲学』シリーズ（講談
社）、『西洋近代の罪』（朝日新書）等、著書多数。

無料・予約不要

対象：研究者、教職員、関心のある学部生・大学院生

ちょうど30年前にオウム真理教団によって引き起こされた地下鉄サリン
事件は、宗教的な集団が「先進国」の都市の真ん中で引き起こした無差
別テロとしては、世界で初めての出来事であった。このとき、世界中の
人は「こんなことが起きるのか」と驚いたのだが、その後の短い歴史を
振り返ると、2001年の911テロをはじめ、アメリカやヨーロッパの大都
市では、いわゆる原理主義者たちが何度もテロを引き起こしてきた。オ
ウム真理教によるテロは、21世紀の政治・宗教的現象の予兆のようなも
のであった。

有名大学の学生や出身者等の知的エリートをおもなメンバーとしていた
教団が、どうしてあのようなテロに走ったのか。オウムの終末論的な世
界観、彼らが希求した（人間）関係のあり方などを検討すると、奇妙な
ことに気づく。インターネットの大衆的普及の前夜の日本の社会的・文
化的な状況がわかるだけではなく、今まさに国際社会を舞台にして起き
ていること（たとえばトランプ現象）の本性が見えてくるのだ。現代社
会で起きていることは、「オウム的なるもの」の、幻想の内容としては
希釈された、しかし社会的な規模としては大幅に拡大された、（意図せ
ざる）回帰のようなものとして解釈できる。
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2025 年度教養研究センター主催読書会　晴読雨読

弱
音
の
効
用

問い合わせ：
toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

若澤佑典文学部准教授
　（日吉・英語）　　

１３： 00 ～
１４ ： 00　（予定）

※途中入退室可

場所 ：日吉キャンパス

来往舎1 階 103/104

対象 ： 塾生・ 教職員

（卒業生、 高校生も

来場を歓迎します！）

 ★事前登録不要★

アイデアの系譜学⑰

「アイデアの系譜学」読書会とは…
「アイデアの歴史」（History of Ideas）という学問分野を参照しつ
つ発想の生成・循環・変容をテーマに「あれこれ喋る」、書籍持ち寄
り型の会になります。前回からの継続参加、今回のみの単発参加の
両方を歓迎します。
日吉の１～２年生だけでなく、三田の上級生、湘南藤沢や信濃町から
の参加、時には高校生や教員たちの「往来がある」ことが本会の特
徴です。当日、どんな流れになるかは、集まってみるまで主催者も分
かりません。「創造的な混沌」を目指す場です！

フ
ラ
ジ
ャ
イ
ル
な
も
の
の
愛
で
方
・接
し
方＜「良い弱音」もあるらしい＞

弱さは隠すものでも、克服するものでもなく、「共」に生きて
いく「友」にもなれるようです。キーは弱さの言語化です。ヨ
シタケシンスケ『ヨイヨワネ』のあおむけ編とうつぶせ編を参
照しながら、あるいは松岡正剛『フラジャイル：弱さからの出
発』を紹介しながら、弱さについて、愉快軽快に語るスタイル
を探ってみます。
情感的湿気ムンムンの「弱音」という単語も、「ヨワネ」と書
くとなんだか可愛く思えてきます。ひょっとしたら、われわれ
に必要なのは「弱さの概念的な掘り下げ」ではなく、言葉の波
打ち際で「その音や形で遊ぶ」デザイン感覚なのかもしれませ
ん。弱さへの学問的正面突破ではなく、言語遊戯的な「すり抜
け方」を数冊の本と共に考えます。夏休みの静かなキャンパス
で、ブックトークを満喫いたしましょう！

8月 7日 （木）

情報の教養学（2025年度春学期）
　2025年度春学期の「情報の教養学」では、３件の講
演を実施しました。
　まず、福井健策氏（弁護士）は、生成AIと権利に
ついて講演しました。近年のAIは画像、動画、声な
どのコンテンツを生成できることをまず述べ、その上
で、無断で本物を模倣し公開されている例をとりあげ
ました。このようなコンテンツに対して著作権や肖像
権などの権利がどのように適用されるのか、問題はど
こにあるのかなどを議論しました。
　次に、太田雅文氏（東急総合研究所フェロー）は、公共
交通機関に基づいた都市づくり（TOD; Transit-Oriented 
Development）について講演しました。TODそのものの
考え方から始め、東急沿線でどのようにそれを行ってきた
のか、「サステナブル」の観点から今後どう考えるべきか
などを議論しました。
　最後に、伊藤公平塾長は、慶應義塾で学ぶことに対する
考え方について講演しました。まず、1880年代の慶應義塾

とハーバード大学の関係を例に取り上げ、歴史は自分がと
るべきスタンスの参考になると述べました。そして、10～
20代こそじっくりと考え、知識やいろいろな考え方を身に
つける時期であり、読む力、書く力の重要性について述べ
ました。
　いずれの講演も参加者は興味深く聴講し、質疑も活発で
した。2025年度秋学期は３件の講演を実施する予定です。
 （高田真吾）

学習相談
　今学期も各相談者のニーズに合わせ、様々なアドバイス
をしてまいりました。相談の内容は多岐にわたりましたが、
多かったものとしては、レポートの書き方や既にできたレ
ポートに対するアドバイス、参考文献の書き方などでした。
相談員の間でも引継ぎなどでコミュニケーションをとり、
各相談者の疑問や不安を少しでも解消できるように努めて
まいりました。
　一方で学習相談デスクで待機していると、通りがかった
友人に何をしているのか声を掛けられることも多く、学習
相談の知名度が低いことを残念に思ったこともありました。

相談者の中にはポスターを見て
来てくださった方も多くいたこ
とから、今後はポスターの増設
やイベントの開催などの広報に
力を入れたいです。そして「学
習相談の存在を知っていたら利
用したのに」というような方を
少しでも減らせるよう励んでま
いります。
 （間瀬春佳・法学部２年）

学学習習相相談談
日吉メディアセンター

レポートの筆、
止まってしまったら…

・そもそも課題に何を書けばいい？
・レポートの構成って？
・資料の使い方がわからない…
・参考文献/注の使い方を知りたい
・伝わるプレゼン方法は？

…その悩み、先輩に相談
してみませんか？

新新入入生生
必必見見！！

各種メディアで情報発信中！

◇実施日時：2025年 4/14(月)～7/25(金)
◇場所：日吉図書館1階 スタディサポート

直接カウンターまでお越しください！
Webサイトよりご予約も受け付けます。

お問い合わせ：mc-hys-ref@adst.keio.ac.jp
共催 日吉メディアセンター・教養研究センター・日吉学生部

学学生生相相談談員員がが、、同同じじ学学生生目目線線でで
アアドドババイイススししまますす！！

2025.04

学習相談員による大学生活スタートダッシュ講座─勉強から課外活動まで─
　期待と春の陽が輝く新学期、学生生活や勉強に対する
新入生の不安を和らげることを目的とし、学習相談員に
よるトークイベントを開催しました。４月３日・４日の
両日合わせて47名の参加がありました。
イベント前半では学習相談員の時間割等を紹介し、後半
では学部別にグループに分かれての質問タイムを設けま
した。質問タイムでは、学習に関することはもちろん、
サークル等の課外活動の話題も広がり、相談員一同も新
鮮な気持ちでアドバイスしました。ある参加者の質問が
他の参加者の疑問解消につながる場面も何度かあり、グ
ループでの質問タイムの有効性が見られました。

昨年の反省を踏まえ、
日程を履修登録前に
設定し、後半の質問
タイムを長めに確保
することで、時間割
の相談や個々の疑問
に丁寧に対応できま
した。次回の企画で
も、参加の促進と一人ひとりのニーズに沿ったイベント
運営の両立を図ってまいります。
 （福吉諒吉・経済学部３年）
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巻頭言	

特集Ⅰ	 「基盤研究」「読書会」

特集Ⅱ	 	「情報の教養学」「学習相談」

特集Ⅲ	 「庄内セミナー」「日吉学」「エンターテインメントビジネス論」	
	 「身体知」

特集Ⅳ	 「日吉行事企画委員会（HAPP）企画」

特集Ⅴ	 「日吉キャンパス公開講座」「みなさんmiraiプロジェクト」	
	 「HRP2025	踊る日吉キャンパス」

活動予定	

私の○○自慢	

Contents

100年、80年、40年──周年に響くレクイエム

教養研究センター副所長

高橋宣也（文学部）
Nobuya Takahashi

　今年2025年は「昭和100年」なのだそうです。令和も平
成も飛び越えて、レトロに昭和を懐かしむ風潮からすれば、

「古き良き昭和」を振り返るのには格好の節目というとこ
ろでしょうか。しかしその昭和には第二次世界大戦という
厄災もあり、今年はその終結80年でもあります。人間が自
らにもたらした悲惨から、世界の人々は愚行の所以を学び、
困難はあっても、この80年の間に賢明な進路を辿ろうと努
めてきたはず。
　そこにもう一つ、日航ジャンボ機墜落事故から40年とい
う月日に感慨も浮かびます。ここ100年に大いに躍進した
科学技術の負の面として忘れ難い大事故です。当時学生
だった私が所属していた大学オーケストラの後輩の親御さ
んがそこで亡くなりました。戦後日本のオーディオブーム
を支えた技術者でいらしたといいます。陽の照りつけるな
か仲間たちと葬儀に参列したあの日のことは、今も脳裏に
焼き付いています。
　そうした節目の今年、日本ではいくつかのオーケストラ
がブリテン作曲の〈戦争レクイエム〉の公演を行いました。
第二次世界大戦で破壊された聖堂の再建を記念して書かれ
た大曲です。この曲では、大戦の犠牲者を通例のラテン語
典礼の形式に則って悼みながら、その進行に第一次世界大

戦で戦死した詩人オーエンの英語詩の歌が割って入り、戦
場で敵対した者たちが嘆き、死神と戯れ、遂には和解へと
向かいます。日陰にある人や子どもの心情に寄り添うこと
を本領とするブリテンが、筋金入りの平和主義者として敢
えて公の場に向けて放った、渾身の音楽モニュメントです。
　ブリテンが描く慰藉への道は、ひと筋にはいきません。
大砲は、悪を撃つ有効な手段であり、魂から断ち切られる
べき禍々しい兵器でもあります。ラテン語の式次第ではア
ブラハムの子孫はフーガ形式で増殖するのが当たり前なの
に、そこにオーエンの詩が邪魔に入って寓話の常道を逆転
させてしまい、アブラハムは息子イサクを殺害、それに
伴ってヨーロッパの人口は減っていきます。しかしそれで
も、個としての人は死にまみえても敵対者と向き合い、当
の相手に寄り添い、安息の眠りへと互いをいざなうのです。
　この作品にはいまだ現代に通じるアクチュアリティーが
ある、という事実はむしろ不幸なことなのですが、それで
もこの戦後80年の折に演奏すること自体が、悲劇を振り返
り、死者を記憶し、前進する力を聴き手にもたらしてくれ
ます。
　事故による死も、戦禍の犠牲のことも、周年の節目は思
いを致す縁となります。記憶はやがては風化し変容するを
免れませんが、立ち止まって省みることをやめれば、それ
は結局は知性を、教養を手放すことにつながるでしょう。
芸術作品の体験は、そんな人間性の劣化を阻む真摯な行為
となるはずです。〈戦争レクイエム〉を締めくくる曖昧で
謎めいた、しかしほのかに暖かい長調の「アーメン」
にこもった希望の響きに、私はじっと耳を傾けます。
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私 の 「 ス ー パ ー 銭 湯 」 自 慢

私は毎週のようにスーパー銭湯に通っています。最初は気分転換のための、ささやかな習慣にすぎませんでし
た。しかし、気がつけば関東圏のスーパー銭湯はほとんど巡り終えていました。最近では新幹線に乗り、関東

周辺の温浴施設へと足を延ばすようになりました。いわば“湯活遠征”です。
　学会や研究発表で地方を訪れた際にも、現地のスーパー銭湯に立ち寄ることが少なくありません。東京の施設とは
異なる趣や、地元の人々の何気ない会話、湯の肌触り、湯上がりの空気には、その土地ならではの風土がにじみ出て
います。日常を少し離れて、世界を別の角度から見つめ直すような、そんな時間がそこにはあります。
　私たちが所属する日吉キャンパスの近くには、「綱島源泉 湯けむりの庄」という名
湯があります。綱島は昭和初期に温泉街として栄え、「東京の奥座敷」とも呼ばれて
いました。今ではその面影も薄れましたが、湯けむりの庄に足を踏み入れると、当時
の風情がかすかに感じられます。黒湯の天然温泉や炭酸泉、和の趣を感じさせる内装
など、館内は癒しに満ちた空間です。
　そして湯上がりには、決まってビールと軽いつまみをいただきます。火照った体に
冷たい一杯が染みわたるとき、「ああ、また一週間、頑張れそうだな」と感じます。
スーパー銭湯は、私にとって癒しであると同時に、ささやかな再出発の場でもあるの
です。
 （システムデザイン・マネジメント研究科　水門善之）

　

【想像力とコミュニティ研究会30】 
すごいぞ！シロアリのコミュニティ

９月30日（火）18：30～ 20：00　カドベヤ
【基盤研究】文理連接プロジェクト第４回　中間発表１

10月４日（土）日吉キャンパス来往舎103・104
古楽アカデミー・オーケストラ・小合唱／ヴェルニゲ

ローデ放送合唱団青年部(ドイツ)との合同・交流演奏会
10月12日（日）　藤原洋記念ホール

【「学び場」プロジェクト】
10月13日（月）～ 2026年１月23日（金） 

日吉図書館1階スタディサポート
【想像力とコミュニティ研究会32】得我（描）く 

ワタシとI do meするわたし〜命の伝道師を目指す、 
新しい自分探しと自己選択の軌跡〜

11月４日（火）18：30～ 20：00　カドベヤ
【読書会】「晴読雨読」第18回：若澤佑典

11月12日（水）17：00～18：00　日吉キャンパス来往舎103/104
【学会・ワークショップ等開催支援】国際シンポジウム： 

ウクライナ文化の奥深さと多様性─最前線からの報告
11月19日（水）13：50～ 18：10 

日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース
【学会・ワークショップ等開催支援】日吉キャンパスにえがく夢 
─第五校舎跡地から考える持続可能なキャンパスライフ─

12月（予定）　日吉キャンパス内
【学会・ワークショップ等開催支援】 

慶應義塾大学体育研究所・公社）全国大学体育連合関東
支部共催ワークショップ「ルーブリック活用のための

ワークショップ&ディスカッション」
12月６日（土）　日吉キャンパススポーツ棟

教養の一貫教育vol.12　舞踏家・小林嵯峨による 
舞踏ワークショップ「こころ」

12月17日（金）15：15～ 17：30　高等学校日吉協育ホール
【読書会】「晴読雨読」第19回：若澤佑典

12月（予定）日吉キャンパス内
コレギウム・ムジクム・オーケストラ演奏会

１月７日（水）　藤原洋記念ホール
古楽アカデミー・オーケストラ・小合唱演奏会

１月10日（土）　藤原洋記念ホール

【日吉キャンパス公開講座】「自然と人工」
１回目：10月４日（土）、２回目：10月25日（土） 
３回目：11月８日（土）、４回目：11月15日（土） 
５回目：11月29日（土） 
13：00～16：15　日吉キャンパスD101教室／藤原洋記念ホール（11/15のみ）

【学会・ワークショップ等開催支援】私の身体と記憶を
紡ぐ─アンナ・バースによる舞踏と即興ワークショップ
10月７日（火）　日吉キャンパス来往舎大会議室

【情報の教養学】第４回：山中祥太「使いやすいユーザ
インタフェースのデザインを理論的に研究する」
10月22日（水）16：30～ 18：00　日吉キャンパス来往舎大会議室

【想像力とコミュニティ研究会31】 
ダンスで世界をつなぐ　東京⇔ベルリン 
パフォーマンスプロジェクト チームMIMIZUの挑戦
10月28日（火）18：30～ 20：00　日吉キャンパス来往舎大会議室

【情報の教養学】第５回：山本龍彦 
「AI×アテンション・エコノミーと人間の尊厳 
─SNSはあなたを幸福にしていますか？─」
11月５日（水）16：30～ 18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【情報の教養学】第６回：高道慎之介「音のAIを知り人間を知ろう」
12月３日（水）16：30～ 18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【HAPP】新入生歓迎行事／ジェンダーレスなインプレッションメイク
12月５日（金）16：30～18：30 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【基盤研究】文理連接プロジェクト第５回　中間発表２
12月６日（土）　日吉キャンパス来往舎103・104

【学会・ワークショップ等開催支援】 
Analytic Number Theory and Special Functions
12月８日（月）～ 10日（水）　日吉キャンパス来往舎

【HAPP】新入生歓迎企画／教養の一貫教育Vol.11 
「永井荷風文学賞リレー講演会」１
12月12日（金）15：15～ 17：45　高等学校日吉協育ホール

【基盤研究】文理連接プロジェクト第６回　最終発表
2月28日（土）　日吉キャンパス来往舎103・104

【読書会】「晴読雨読」第20回：若澤佑典
３月（予定）日吉キャンパス内

第二次世界大戦で爆撃されたイギリス、コ
ヴェントリー大聖堂の今に残る廃墟。この隣
に建立された新しい聖堂のためにブリテンの
曲は書かれた。

12
月

11
月

10
月

１
月

※活動予定は中止・延期・変更となる可能性があります。

基盤研究
教養研究講演会 no.11 オウム真理教事件を通じて現代社会を見る─「抑圧されたもの」の回帰のように

　教養研究センターは看板通りに教養を研究すべし。教養
の中でも大切なのはたとえば宗教。というわけで、ここ何
年か、宗教をテーマに講演会を行っています。でも、いわ
ゆる新興宗教についてはまだだったのです。そこで、社会
学者の大澤真幸先生をお招きし、６月４日に開催したのが

「オウム真理教事件を通じて現代社会を見る─「抑圧され
たもの」の回帰のように」でありました。地下鉄サリン事
件はちょうど30年前。戦後50年の年でした。東京のど真ん
中での毒ガスを用いた無差別テロ。しかもそれを新興宗教
団体が起こした。あまりに異常で例外的。でも30年たって
そう言えるのか。本講演の問題意識でしょう。そもそも流

行する新興宗教の危機意識の
もちようや極端な行動とは、
後から考えれば未来の尖鋭な
先取りであることが多いので
す。オウム真理教の場合も、
2020年代になってみれば、た
とえば超大国の行動原理の先
取りのように解釈しうる。そ
うした観点からの縦横無尽な
語りに会場は震撼したのでし
た。 （片山杜秀）

読書会「晴読雨読」アイデアの系譜学
　「書籍と発想を持ち寄る」本読書会も、企画実施３年目
を迎えました。日吉キャンパスの季節感を意識しつつ、毎
回「ちょっと謎めいた、しかし自分も何かを言いたくな
る」お題を掲げ、来往舎103/104号室に集っています。25
年度の初回は、新生活が始まる春ということで「思考のリ
ズム感覚：論理のスタートダッシュ」（４月30日）と銘打
ちました。第２回は『鳥たちのフランス文学』に触発され、

「鳥たちの来襲？：歌声・かたち・移動」（５月30日）とい
うお題に。第３回の「熱帯的感受性：ムシムシの彼岸にあ
る言葉たち」（７月16日）では学期末の疲弊感を言語感覚
に取り込み、第４回の「弱音の効用：フラジャイルなもの
の愛で方・接し方」（８月７日）ではヨシタケシンスケの

絵本を扱いました。時
に他キャンパス（三田
に加えて、信濃町の医
学部生も！）からの参
加、慶應義塾高校の生
徒や先生方の来訪、通
信教育課程や卒業生の
みなさんのコミットメ
ントによって、毎回創
造的な混沌が生まれて
います。
 （若澤佑典）

文理連接プロジェクト

　2025年度の「文理連接研究会」は、昨年度に続き「人
工」という共通テーマの下で、２回のゲスト講演と４回の
ワークショップを行い、年度末に論考集『連接』第４号

（2026年４月発行予定）を作成します。
　１回目のゲスト講演（５月24日）は冨岡薫さん（東京大
学特任研究員）による「日本における人工妊娠中絶の歴史
と現状：過去、現在、そして未来へ」、２回目のゲスト講
演（６月28日）は金子晋丈さん（理工学部）による「ネッ
トワーク：自然と人工のインタラクション」でした。この
２回の講演を今年度の出発点として、研究会の参加者（随
時募集中）各自が、それぞれの専門分野の視点から、年度
末までに「人工」についての考察をまとめます。
　７月19日に論考の計画発表、10月４日と12月６日に中間

発表、２月28日に最終発表を行
い、文理を跨ぐ異なる分野の研
究者たちが、「人工」に係わる
様々な主題について自由に議論
をし、大いに触発し合います。
　研究会の活動については随時
ブログで公開しており、2022年度から2024年度までの成果
である『連接』第１号、第２号、第３号も閲覧できます

（https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/bunri/）。研究会への参加は
基本的に研究者・教員に限定していますが、どなたでも気
軽にご参加いただけます。関心のある方はぜひご連絡くだ
さい。
 （荒金直人）

大澤 真幸
Masachi Osawa

6 月 4 日（水）
18:10 ～ 19:40

no.11

主催 ： 慶應義塾大学教養研究センター お問合せ ： toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

日吉キャンパス来往舎 1F

シンポジウムスペース

プロフィール

　1958年長野県松本市生まれ。東京大学大学院社会学
研究科卒。社会学博士。千葉大学文学部助教授、京都
大学大学院人間・環境学研究科教授等を歴任。現在、
個人思想誌『Thinking「O」』（左右社）主宰。『行
為の代数学』（青土社）、『身体の比較社会学』（勁
草書房）、『増補　虚構の時代の果て』（ちくま学芸
文庫）、『不可能性の時代』（岩波新書）、『ナショ
ナリズムの由来』（講談社、毎日出版文化賞）、『ふ
しぎなキリスト教』（橋爪大三郎と共著、講談社現代
新書、中央公論新書大賞）、『自由という牢獄』（岩
波書店、河合隼雄学芸賞）、『社会学史』（講談社現
代新書）、『〈世界史〉の哲学』シリーズ（講談
社）、『西洋近代の罪』（朝日新書）等、著書多数。

無料・予約不要

対象：研究者、教職員、関心のある学部生・大学院生

ちょうど30年前にオウム真理教団によって引き起こされた地下鉄サリン
事件は、宗教的な集団が「先進国」の都市の真ん中で引き起こした無差
別テロとしては、世界で初めての出来事であった。このとき、世界中の
人は「こんなことが起きるのか」と驚いたのだが、その後の短い歴史を
振り返ると、2001年の911テロをはじめ、アメリカやヨーロッパの大都
市では、いわゆる原理主義者たちが何度もテロを引き起こしてきた。オ
ウム真理教によるテロは、21世紀の政治・宗教的現象の予兆のようなも
のであった。

有名大学の学生や出身者等の知的エリートをおもなメンバーとしていた
教団が、どうしてあのようなテロに走ったのか。オウムの終末論的な世
界観、彼らが希求した（人間）関係のあり方などを検討すると、奇妙な
ことに気づく。インターネットの大衆的普及の前夜の日本の社会的・文
化的な状況がわかるだけではなく、今まさに国際社会を舞台にして起き
ていること（たとえばトランプ現象）の本性が見えてくるのだ。現代社
会で起きていることは、「オウム的なるもの」の、幻想の内容としては
希釈された、しかし社会的な規模としては大幅に拡大された、（意図せ
ざる）回帰のようなものとして解釈できる。
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2025 年度教養研究センター主催読書会　晴読雨読

弱
音
の
効
用

問い合わせ：
toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

若澤佑典文学部准教授
　（日吉・英語）　　

１３： 00 ～
１４ ： 00　（予定）

※途中入退室可

場所 ：日吉キャンパス

来往舎1 階 103/104

対象 ： 塾生・ 教職員

（卒業生、 高校生も

来場を歓迎します！）

 ★事前登録不要★

アイデアの系譜学⑰

「アイデアの系譜学」読書会とは…
「アイデアの歴史」（History of Ideas）という学問分野を参照しつ
つ発想の生成・循環・変容をテーマに「あれこれ喋る」、書籍持ち寄
り型の会になります。前回からの継続参加、今回のみの単発参加の
両方を歓迎します。
日吉の１～２年生だけでなく、三田の上級生、湘南藤沢や信濃町から
の参加、時には高校生や教員たちの「往来がある」ことが本会の特
徴です。当日、どんな流れになるかは、集まってみるまで主催者も分
かりません。「創造的な混沌」を目指す場です！

フ
ラ
ジ
ャ
イ
ル
な
も
の
の
愛
で
方
・接
し
方＜「良い弱音」もあるらしい＞

弱さは隠すものでも、克服するものでもなく、「共」に生きて
いく「友」にもなれるようです。キーは弱さの言語化です。ヨ
シタケシンスケ『ヨイヨワネ』のあおむけ編とうつぶせ編を参
照しながら、あるいは松岡正剛『フラジャイル：弱さからの出
発』を紹介しながら、弱さについて、愉快軽快に語るスタイル
を探ってみます。
情感的湿気ムンムンの「弱音」という単語も、「ヨワネ」と書
くとなんだか可愛く思えてきます。ひょっとしたら、われわれ
に必要なのは「弱さの概念的な掘り下げ」ではなく、言葉の波
打ち際で「その音や形で遊ぶ」デザイン感覚なのかもしれませ
ん。弱さへの学問的正面突破ではなく、言語遊戯的な「すり抜
け方」を数冊の本と共に考えます。夏休みの静かなキャンパス
で、ブックトークを満喫いたしましょう！

8月 7日 （木）

情報の教養学（2025年度春学期）
　2025年度春学期の「情報の教養学」では、３件の講
演を実施しました。
　まず、福井健策氏（弁護士）は、生成AIと権利に
ついて講演しました。近年のAIは画像、動画、声な
どのコンテンツを生成できることをまず述べ、その上
で、無断で本物を模倣し公開されている例をとりあげ
ました。このようなコンテンツに対して著作権や肖像
権などの権利がどのように適用されるのか、問題はど
こにあるのかなどを議論しました。
　次に、太田雅文氏（東急総合研究所フェロー）は、公共
交通機関に基づいた都市づくり（TOD; Transit-Oriented 
Development）について講演しました。TODそのものの
考え方から始め、東急沿線でどのようにそれを行ってきた
のか、「サステナブル」の観点から今後どう考えるべきか
などを議論しました。
　最後に、伊藤公平塾長は、慶應義塾で学ぶことに対する
考え方について講演しました。まず、1880年代の慶應義塾

とハーバード大学の関係を例に取り上げ、歴史は自分がと
るべきスタンスの参考になると述べました。そして、10～
20代こそじっくりと考え、知識やいろいろな考え方を身に
つける時期であり、読む力、書く力の重要性について述べ
ました。
　いずれの講演も参加者は興味深く聴講し、質疑も活発で
した。2025年度秋学期は３件の講演を実施する予定です。
 （高田真吾）

学習相談
　今学期も各相談者のニーズに合わせ、様々なアドバイス
をしてまいりました。相談の内容は多岐にわたりましたが、
多かったものとしては、レポートの書き方や既にできたレ
ポートに対するアドバイス、参考文献の書き方などでした。
相談員の間でも引継ぎなどでコミュニケーションをとり、
各相談者の疑問や不安を少しでも解消できるように努めて
まいりました。
　一方で学習相談デスクで待機していると、通りがかった
友人に何をしているのか声を掛けられることも多く、学習
相談の知名度が低いことを残念に思ったこともありました。

相談者の中にはポスターを見て
来てくださった方も多くいたこ
とから、今後はポスターの増設
やイベントの開催などの広報に
力を入れたいです。そして「学
習相談の存在を知っていたら利
用したのに」というような方を
少しでも減らせるよう励んでま
いります。
 （間瀬春佳・法学部２年）

学学習習相相談談
日吉メディアセンター

レポートの筆、
止まってしまったら…

・そもそも課題に何を書けばいい？
・レポートの構成って？
・資料の使い方がわからない…
・参考文献/注の使い方を知りたい
・伝わるプレゼン方法は？

…その悩み、先輩に相談
してみませんか？

新新入入生生
必必見見！！

各種メディアで情報発信中！

◇実施日時：2025年 4/14(月)～7/25(金)
◇場所：日吉図書館1階 スタディサポート

直接カウンターまでお越しください！
Webサイトよりご予約も受け付けます。

お問い合わせ：mc-hys-ref@adst.keio.ac.jp
共催 日吉メディアセンター・教養研究センター・日吉学生部

学学生生相相談談員員がが、、同同じじ学学生生目目線線でで
アアドドババイイススししまますす！！

2025.04

学習相談員による大学生活スタートダッシュ講座─勉強から課外活動まで─
　期待と春の陽が輝く新学期、学生生活や勉強に対する
新入生の不安を和らげることを目的とし、学習相談員に
よるトークイベントを開催しました。４月３日・４日の
両日合わせて47名の参加がありました。
イベント前半では学習相談員の時間割等を紹介し、後半
では学部別にグループに分かれての質問タイムを設けま
した。質問タイムでは、学習に関することはもちろん、
サークル等の課外活動の話題も広がり、相談員一同も新
鮮な気持ちでアドバイスしました。ある参加者の質問が
他の参加者の疑問解消につながる場面も何度かあり、グ
ループでの質問タイムの有効性が見られました。

昨年の反省を踏まえ、
日程を履修登録前に
設定し、後半の質問
タイムを長めに確保
することで、時間割
の相談や個々の疑問
に丁寧に対応できま
した。次回の企画で
も、参加の促進と一人ひとりのニーズに沿ったイベント
運営の両立を図ってまいります。
 （福吉諒吉・経済学部３年）
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巻頭言	

特集Ⅰ	 「基盤研究」「読書会」

特集Ⅱ	 	「情報の教養学」「学習相談」

特集Ⅲ	 「庄内セミナー」「日吉学」「エンターテインメントビジネス論」	
	 「身体知」

特集Ⅳ	 「日吉行事企画委員会（HAPP）企画」

特集Ⅴ	 「日吉キャンパス公開講座」「みなさんmiraiプロジェクト」	
	 「HRP2025	踊る日吉キャンパス」

活動予定	

私の○○自慢	

Contents

100年、80年、40年──周年に響くレクイエム

教養研究センター副所長

高橋宣也（文学部）
Nobuya Takahashi

　今年2025年は「昭和100年」なのだそうです。令和も平
成も飛び越えて、レトロに昭和を懐かしむ風潮からすれば、

「古き良き昭和」を振り返るのには格好の節目というとこ
ろでしょうか。しかしその昭和には第二次世界大戦という
厄災もあり、今年はその終結80年でもあります。人間が自
らにもたらした悲惨から、世界の人々は愚行の所以を学び、
困難はあっても、この80年の間に賢明な進路を辿ろうと努
めてきたはず。
　そこにもう一つ、日航ジャンボ機墜落事故から40年とい
う月日に感慨も浮かびます。ここ100年に大いに躍進した
科学技術の負の面として忘れ難い大事故です。当時学生
だった私が所属していた大学オーケストラの後輩の親御さ
んがそこで亡くなりました。戦後日本のオーディオブーム
を支えた技術者でいらしたといいます。陽の照りつけるな
か仲間たちと葬儀に参列したあの日のことは、今も脳裏に
焼き付いています。
　そうした節目の今年、日本ではいくつかのオーケストラ
がブリテン作曲の〈戦争レクイエム〉の公演を行いました。
第二次世界大戦で破壊された聖堂の再建を記念して書かれ
た大曲です。この曲では、大戦の犠牲者を通例のラテン語
典礼の形式に則って悼みながら、その進行に第一次世界大

戦で戦死した詩人オーエンの英語詩の歌が割って入り、戦
場で敵対した者たちが嘆き、死神と戯れ、遂には和解へと
向かいます。日陰にある人や子どもの心情に寄り添うこと
を本領とするブリテンが、筋金入りの平和主義者として敢
えて公の場に向けて放った、渾身の音楽モニュメントです。
　ブリテンが描く慰藉への道は、ひと筋にはいきません。
大砲は、悪を撃つ有効な手段であり、魂から断ち切られる
べき禍々しい兵器でもあります。ラテン語の式次第ではア
ブラハムの子孫はフーガ形式で増殖するのが当たり前なの
に、そこにオーエンの詩が邪魔に入って寓話の常道を逆転
させてしまい、アブラハムは息子イサクを殺害、それに
伴ってヨーロッパの人口は減っていきます。しかしそれで
も、個としての人は死にまみえても敵対者と向き合い、当
の相手に寄り添い、安息の眠りへと互いをいざなうのです。
　この作品にはいまだ現代に通じるアクチュアリティーが
ある、という事実はむしろ不幸なことなのですが、それで
もこの戦後80年の折に演奏すること自体が、悲劇を振り返
り、死者を記憶し、前進する力を聴き手にもたらしてくれ
ます。
　事故による死も、戦禍の犠牲のことも、周年の節目は思
いを致す縁となります。記憶はやがては風化し変容するを
免れませんが、立ち止まって省みることをやめれば、それ
は結局は知性を、教養を手放すことにつながるでしょう。
芸術作品の体験は、そんな人間性の劣化を阻む真摯な行為
となるはずです。〈戦争レクイエム〉を締めくくる曖昧で
謎めいた、しかしほのかに暖かい長調の「アーメン」
にこもった希望の響きに、私はじっと耳を傾けます。
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私 の 「 ス ー パ ー 銭 湯 」 自 慢

私は毎週のようにスーパー銭湯に通っています。最初は気分転換のための、ささやかな習慣にすぎませんでし
た。しかし、気がつけば関東圏のスーパー銭湯はほとんど巡り終えていました。最近では新幹線に乗り、関東

周辺の温浴施設へと足を延ばすようになりました。いわば“湯活遠征”です。
　学会や研究発表で地方を訪れた際にも、現地のスーパー銭湯に立ち寄ることが少なくありません。東京の施設とは
異なる趣や、地元の人々の何気ない会話、湯の肌触り、湯上がりの空気には、その土地ならではの風土がにじみ出て
います。日常を少し離れて、世界を別の角度から見つめ直すような、そんな時間がそこにはあります。
　私たちが所属する日吉キャンパスの近くには、「綱島源泉 湯けむりの庄」という名
湯があります。綱島は昭和初期に温泉街として栄え、「東京の奥座敷」とも呼ばれて
いました。今ではその面影も薄れましたが、湯けむりの庄に足を踏み入れると、当時
の風情がかすかに感じられます。黒湯の天然温泉や炭酸泉、和の趣を感じさせる内装
など、館内は癒しに満ちた空間です。
　そして湯上がりには、決まってビールと軽いつまみをいただきます。火照った体に
冷たい一杯が染みわたるとき、「ああ、また一週間、頑張れそうだな」と感じます。
スーパー銭湯は、私にとって癒しであると同時に、ささやかな再出発の場でもあるの
です。
 （システムデザイン・マネジメント研究科　水門善之）

　

【想像力とコミュニティ研究会30】 
すごいぞ！シロアリのコミュニティ

９月30日（火）18：30～ 20：00　カドベヤ
【基盤研究】文理連接プロジェクト第４回　中間発表１

10月４日（土）日吉キャンパス来往舎103・104
古楽アカデミー・オーケストラ・小合唱／ヴェルニゲ

ローデ放送合唱団青年部(ドイツ)との合同・交流演奏会
10月12日（日）　藤原洋記念ホール

【「学び場」プロジェクト】
10月13日（月）～ 2026年１月23日（金） 

日吉図書館1階スタディサポート
【想像力とコミュニティ研究会32】得我（描）く 

ワタシとI do meするわたし〜命の伝道師を目指す、 
新しい自分探しと自己選択の軌跡〜

11月４日（火）18：30～ 20：00　カドベヤ
【読書会】「晴読雨読」第18回：若澤佑典

11月12日（水）17：00～18：00　日吉キャンパス来往舎103/104
【学会・ワークショップ等開催支援】国際シンポジウム： 

ウクライナ文化の奥深さと多様性─最前線からの報告
11月19日（水）13：50～ 18：10 

日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース
【学会・ワークショップ等開催支援】日吉キャンパスにえがく夢 
─第五校舎跡地から考える持続可能なキャンパスライフ─

12月（予定）　日吉キャンパス内
【学会・ワークショップ等開催支援】 

慶應義塾大学体育研究所・公社）全国大学体育連合関東
支部共催ワークショップ「ルーブリック活用のための

ワークショップ&ディスカッション」
12月６日（土）　日吉キャンパススポーツ棟

教養の一貫教育vol.12　舞踏家・小林嵯峨による 
舞踏ワークショップ「こころ」

12月17日（金）15：15～ 17：30　高等学校日吉協育ホール
【読書会】「晴読雨読」第19回：若澤佑典

12月（予定）日吉キャンパス内
コレギウム・ムジクム・オーケストラ演奏会

１月７日（水）　藤原洋記念ホール
古楽アカデミー・オーケストラ・小合唱演奏会

１月10日（土）　藤原洋記念ホール

【日吉キャンパス公開講座】「自然と人工」
１回目：10月４日（土）、２回目：10月25日（土） 
３回目：11月８日（土）、４回目：11月15日（土） 
５回目：11月29日（土） 
13：00～16：15　日吉キャンパスD101教室／藤原洋記念ホール（11/15のみ）

【学会・ワークショップ等開催支援】私の身体と記憶を
紡ぐ─アンナ・バースによる舞踏と即興ワークショップ
10月７日（火）　日吉キャンパス来往舎大会議室

【情報の教養学】第４回：山中祥太「使いやすいユーザ
インタフェースのデザインを理論的に研究する」
10月22日（水）16：30～ 18：00　日吉キャンパス来往舎大会議室

【想像力とコミュニティ研究会31】 
ダンスで世界をつなぐ　東京⇔ベルリン 
パフォーマンスプロジェクト チームMIMIZUの挑戦
10月28日（火）18：30～ 20：00　日吉キャンパス来往舎大会議室

【情報の教養学】第５回：山本龍彦 
「AI×アテンション・エコノミーと人間の尊厳 
─SNSはあなたを幸福にしていますか？─」
11月５日（水）16：30～ 18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【情報の教養学】第６回：高道慎之介「音のAIを知り人間を知ろう」
12月３日（水）16：30～ 18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【HAPP】新入生歓迎行事／ジェンダーレスなインプレッションメイク
12月５日（金）16：30～18：30 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【基盤研究】文理連接プロジェクト第５回　中間発表２
12月６日（土）　日吉キャンパス来往舎103・104

【学会・ワークショップ等開催支援】 
Analytic Number Theory and Special Functions
12月８日（月）～ 10日（水）　日吉キャンパス来往舎

【HAPP】新入生歓迎企画／教養の一貫教育Vol.11 
「永井荷風文学賞リレー講演会」１
12月12日（金）15：15～ 17：45　高等学校日吉協育ホール

【基盤研究】文理連接プロジェクト第６回　最終発表
2月28日（土）　日吉キャンパス来往舎103・104

【読書会】「晴読雨読」第20回：若澤佑典
３月（予定）日吉キャンパス内

第二次世界大戦で爆撃されたイギリス、コ
ヴェントリー大聖堂の今に残る廃墟。この隣
に建立された新しい聖堂のためにブリテンの
曲は書かれた。

12
月

11
月

10
月

１
月

※活動予定は中止・延期・変更となる可能性があります。

基盤研究
教養研究講演会 no.11 オウム真理教事件を通じて現代社会を見る─「抑圧されたもの」の回帰のように

　教養研究センターは看板通りに教養を研究すべし。教養
の中でも大切なのはたとえば宗教。というわけで、ここ何
年か、宗教をテーマに講演会を行っています。でも、いわ
ゆる新興宗教についてはまだだったのです。そこで、社会
学者の大澤真幸先生をお招きし、６月４日に開催したのが

「オウム真理教事件を通じて現代社会を見る─「抑圧され
たもの」の回帰のように」でありました。地下鉄サリン事
件はちょうど30年前。戦後50年の年でした。東京のど真ん
中での毒ガスを用いた無差別テロ。しかもそれを新興宗教
団体が起こした。あまりに異常で例外的。でも30年たって
そう言えるのか。本講演の問題意識でしょう。そもそも流

行する新興宗教の危機意識の
もちようや極端な行動とは、
後から考えれば未来の尖鋭な
先取りであることが多いので
す。オウム真理教の場合も、
2020年代になってみれば、た
とえば超大国の行動原理の先
取りのように解釈しうる。そ
うした観点からの縦横無尽な
語りに会場は震撼したのでし
た。 （片山杜秀）

読書会「晴読雨読」アイデアの系譜学
　「書籍と発想を持ち寄る」本読書会も、企画実施３年目
を迎えました。日吉キャンパスの季節感を意識しつつ、毎
回「ちょっと謎めいた、しかし自分も何かを言いたくな
る」お題を掲げ、来往舎103/104号室に集っています。25
年度の初回は、新生活が始まる春ということで「思考のリ
ズム感覚：論理のスタートダッシュ」（４月30日）と銘打
ちました。第２回は『鳥たちのフランス文学』に触発され、

「鳥たちの来襲？：歌声・かたち・移動」（５月30日）とい
うお題に。第３回の「熱帯的感受性：ムシムシの彼岸にあ
る言葉たち」（７月16日）では学期末の疲弊感を言語感覚
に取り込み、第４回の「弱音の効用：フラジャイルなもの
の愛で方・接し方」（８月７日）ではヨシタケシンスケの

絵本を扱いました。時
に他キャンパス（三田
に加えて、信濃町の医
学部生も！）からの参
加、慶應義塾高校の生
徒や先生方の来訪、通
信教育課程や卒業生の
みなさんのコミットメ
ントによって、毎回創
造的な混沌が生まれて
います。
 （若澤佑典）

文理連接プロジェクト

　2025年度の「文理連接研究会」は、昨年度に続き「人
工」という共通テーマの下で、２回のゲスト講演と４回の
ワークショップを行い、年度末に論考集『連接』第４号

（2026年４月発行予定）を作成します。
　１回目のゲスト講演（５月24日）は冨岡薫さん（東京大
学特任研究員）による「日本における人工妊娠中絶の歴史
と現状：過去、現在、そして未来へ」、２回目のゲスト講
演（６月28日）は金子晋丈さん（理工学部）による「ネッ
トワーク：自然と人工のインタラクション」でした。この
２回の講演を今年度の出発点として、研究会の参加者（随
時募集中）各自が、それぞれの専門分野の視点から、年度
末までに「人工」についての考察をまとめます。
　７月19日に論考の計画発表、10月４日と12月６日に中間

発表、２月28日に最終発表を行
い、文理を跨ぐ異なる分野の研
究者たちが、「人工」に係わる
様々な主題について自由に議論
をし、大いに触発し合います。
　研究会の活動については随時
ブログで公開しており、2022年度から2024年度までの成果
である『連接』第１号、第２号、第３号も閲覧できます

（https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/bunri/）。研究会への参加は
基本的に研究者・教員に限定していますが、どなたでも気
軽にご参加いただけます。関心のある方はぜひご連絡くだ
さい。
 （荒金直人）

大澤 真幸
Masachi Osawa

6 月 4 日（水）
18:10 ～ 19:40

no.11

主催 ： 慶應義塾大学教養研究センター お問合せ ： toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

日吉キャンパス来往舎 1F

シンポジウムスペース

プロフィール

　1958年長野県松本市生まれ。東京大学大学院社会学
研究科卒。社会学博士。千葉大学文学部助教授、京都
大学大学院人間・環境学研究科教授等を歴任。現在、
個人思想誌『Thinking「O」』（左右社）主宰。『行
為の代数学』（青土社）、『身体の比較社会学』（勁
草書房）、『増補　虚構の時代の果て』（ちくま学芸
文庫）、『不可能性の時代』（岩波新書）、『ナショ
ナリズムの由来』（講談社、毎日出版文化賞）、『ふ
しぎなキリスト教』（橋爪大三郎と共著、講談社現代
新書、中央公論新書大賞）、『自由という牢獄』（岩
波書店、河合隼雄学芸賞）、『社会学史』（講談社現
代新書）、『〈世界史〉の哲学』シリーズ（講談
社）、『西洋近代の罪』（朝日新書）等、著書多数。

無料・予約不要

対象：研究者、教職員、関心のある学部生・大学院生

ちょうど30年前にオウム真理教団によって引き起こされた地下鉄サリン
事件は、宗教的な集団が「先進国」の都市の真ん中で引き起こした無差
別テロとしては、世界で初めての出来事であった。このとき、世界中の
人は「こんなことが起きるのか」と驚いたのだが、その後の短い歴史を
振り返ると、2001年の911テロをはじめ、アメリカやヨーロッパの大都
市では、いわゆる原理主義者たちが何度もテロを引き起こしてきた。オ
ウム真理教によるテロは、21世紀の政治・宗教的現象の予兆のようなも
のであった。

有名大学の学生や出身者等の知的エリートをおもなメンバーとしていた
教団が、どうしてあのようなテロに走ったのか。オウムの終末論的な世
界観、彼らが希求した（人間）関係のあり方などを検討すると、奇妙な
ことに気づく。インターネットの大衆的普及の前夜の日本の社会的・文
化的な状況がわかるだけではなく、今まさに国際社会を舞台にして起き
ていること（たとえばトランプ現象）の本性が見えてくるのだ。現代社
会で起きていることは、「オウム的なるもの」の、幻想の内容としては
希釈された、しかし社会的な規模としては大幅に拡大された、（意図せ
ざる）回帰のようなものとして解釈できる。
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2025 年度教養研究センター主催読書会　晴読雨読

弱
音
の
効
用

問い合わせ：
toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

若澤佑典文学部准教授
　（日吉・英語）　　

１３： 00 ～
１４ ： 00　（予定）

※途中入退室可

場所 ：日吉キャンパス

来往舎1 階 103/104

対象 ： 塾生・ 教職員

（卒業生、 高校生も

来場を歓迎します！）

 ★事前登録不要★

アイデアの系譜学⑰

「アイデアの系譜学」読書会とは…
「アイデアの歴史」（History of Ideas）という学問分野を参照しつ
つ発想の生成・循環・変容をテーマに「あれこれ喋る」、書籍持ち寄
り型の会になります。前回からの継続参加、今回のみの単発参加の
両方を歓迎します。
日吉の１～２年生だけでなく、三田の上級生、湘南藤沢や信濃町から
の参加、時には高校生や教員たちの「往来がある」ことが本会の特
徴です。当日、どんな流れになるかは、集まってみるまで主催者も分
かりません。「創造的な混沌」を目指す場です！

フ
ラ
ジ
ャ
イ
ル
な
も
の
の
愛
で
方
・接
し
方＜「良い弱音」もあるらしい＞

弱さは隠すものでも、克服するものでもなく、「共」に生きて
いく「友」にもなれるようです。キーは弱さの言語化です。ヨ
シタケシンスケ『ヨイヨワネ』のあおむけ編とうつぶせ編を参
照しながら、あるいは松岡正剛『フラジャイル：弱さからの出
発』を紹介しながら、弱さについて、愉快軽快に語るスタイル
を探ってみます。
情感的湿気ムンムンの「弱音」という単語も、「ヨワネ」と書
くとなんだか可愛く思えてきます。ひょっとしたら、われわれ
に必要なのは「弱さの概念的な掘り下げ」ではなく、言葉の波
打ち際で「その音や形で遊ぶ」デザイン感覚なのかもしれませ
ん。弱さへの学問的正面突破ではなく、言語遊戯的な「すり抜
け方」を数冊の本と共に考えます。夏休みの静かなキャンパス
で、ブックトークを満喫いたしましょう！

8月 7日 （木）

情報の教養学（2025年度春学期）
　2025年度春学期の「情報の教養学」では、３件の講
演を実施しました。
　まず、福井健策氏（弁護士）は、生成AIと権利に
ついて講演しました。近年のAIは画像、動画、声な
どのコンテンツを生成できることをまず述べ、その上
で、無断で本物を模倣し公開されている例をとりあげ
ました。このようなコンテンツに対して著作権や肖像
権などの権利がどのように適用されるのか、問題はど
こにあるのかなどを議論しました。
　次に、太田雅文氏（東急総合研究所フェロー）は、公共
交通機関に基づいた都市づくり（TOD; Transit-Oriented 
Development）について講演しました。TODそのものの
考え方から始め、東急沿線でどのようにそれを行ってきた
のか、「サステナブル」の観点から今後どう考えるべきか
などを議論しました。
　最後に、伊藤公平塾長は、慶應義塾で学ぶことに対する
考え方について講演しました。まず、1880年代の慶應義塾

とハーバード大学の関係を例に取り上げ、歴史は自分がと
るべきスタンスの参考になると述べました。そして、10～
20代こそじっくりと考え、知識やいろいろな考え方を身に
つける時期であり、読む力、書く力の重要性について述べ
ました。
　いずれの講演も参加者は興味深く聴講し、質疑も活発で
した。2025年度秋学期は３件の講演を実施する予定です。
 （高田真吾）

学習相談
　今学期も各相談者のニーズに合わせ、様々なアドバイス
をしてまいりました。相談の内容は多岐にわたりましたが、
多かったものとしては、レポートの書き方や既にできたレ
ポートに対するアドバイス、参考文献の書き方などでした。
相談員の間でも引継ぎなどでコミュニケーションをとり、
各相談者の疑問や不安を少しでも解消できるように努めて
まいりました。
　一方で学習相談デスクで待機していると、通りがかった
友人に何をしているのか声を掛けられることも多く、学習
相談の知名度が低いことを残念に思ったこともありました。

相談者の中にはポスターを見て
来てくださった方も多くいたこ
とから、今後はポスターの増設
やイベントの開催などの広報に
力を入れたいです。そして「学
習相談の存在を知っていたら利
用したのに」というような方を
少しでも減らせるよう励んでま
いります。
 （間瀬春佳・法学部２年）

学学習習相相談談
日吉メディアセンター

レポートの筆、
止まってしまったら…

・そもそも課題に何を書けばいい？
・レポートの構成って？
・資料の使い方がわからない…
・参考文献/注の使い方を知りたい
・伝わるプレゼン方法は？

…その悩み、先輩に相談
してみませんか？

新新入入生生
必必見見！！

各種メディアで情報発信中！

◇実施日時：2025年 4/14(月)～7/25(金)
◇場所：日吉図書館1階 スタディサポート

直接カウンターまでお越しください！
Webサイトよりご予約も受け付けます。

お問い合わせ：mc-hys-ref@adst.keio.ac.jp
共催 日吉メディアセンター・教養研究センター・日吉学生部

学学生生相相談談員員がが、、同同じじ学学生生目目線線でで
アアドドババイイススししまますす！！

2025.04

学習相談員による大学生活スタートダッシュ講座─勉強から課外活動まで─
　期待と春の陽が輝く新学期、学生生活や勉強に対する
新入生の不安を和らげることを目的とし、学習相談員に
よるトークイベントを開催しました。４月３日・４日の
両日合わせて47名の参加がありました。
イベント前半では学習相談員の時間割等を紹介し、後半
では学部別にグループに分かれての質問タイムを設けま
した。質問タイムでは、学習に関することはもちろん、
サークル等の課外活動の話題も広がり、相談員一同も新
鮮な気持ちでアドバイスしました。ある参加者の質問が
他の参加者の疑問解消につながる場面も何度かあり、グ
ループでの質問タイムの有効性が見られました。

昨年の反省を踏まえ、
日程を履修登録前に
設定し、後半の質問
タイムを長めに確保
することで、時間割
の相談や個々の疑問
に丁寧に対応できま
した。次回の企画で
も、参加の促進と一人ひとりのニーズに沿ったイベント
運営の両立を図ってまいります。
 （福吉諒吉・経済学部３年）
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日吉行事企画委員会（HAPP）企画（春学期）
新入生歓迎舞踏公演：今貂子「彗星」
　2025年度新入生歓迎舞踏公演は、京都より、今貂子氏を
お招きしました。高校生、新入生を含めて、約250名の観
衆がこの公演に立ち合いました。今貂子氏は、その前衛的
表現を維持しつつも、教育の現場にふさわしい公演の実施
に配慮してくれました。今日、HAPPの当初の理念である

「心と頭と体」のバランスが、特に学生や一般人の間でも、
大きく崩れつつあります。しかし、〈心─頭─体〉は一体
であり、それが相互的ネットワークとして繋がっていなけ
れば、人間の生活は歪み、やがては、社会は大きな困難を
背負うことになるでしょう。その意味で、慶應義塾新入生

にとっては、舞踏
とその肉体の芸術
表現を通して、心
と頭と体の有意義
なレッスンになっ
たと思います。公
演後、小菅隼人×
今貂子でポスト・
パーフォーマンス・トークを行いました。
 （小菅隼人）

Keio University Hiyoshi Campus, Raiosha
4-1-1, Hiyoshi, Kohoku-ku, Yokohama-shi 
Access from Hiyoshi Station (Tokyu Toyoko Line /
Tokyu Meguro Line / Tokyu Shin-yokohama Line /
Yokohama Municipal Subway Green Line)

2025年５月21日（水）
［18時00分開演・17時30分開場］

慶應義塾大学日吉キャンパス
来往舎イベントテラス
横浜市港北区日吉4-1-1　
東急東横線・東急目黒線・東急新横浜線・
横浜市営地下鉄グリーンライン　日吉駅下車

撮
影

　飯
名
尚
人

―煌々と光りを放ち、焔のような尾を引いてやってくる彗星。
舞踏に出会った時、まるで彗星のようだと思った。
飛びのる。勢いよく遊泳する彗星の尻尾を掴み、宇宙を一周。
時が満ちる。再び彗星がやってくる。
源泉から汲出した創造力と、未来を予祝する想像力を地上へと運んで―

Admission Free
入場無料
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＊席に限りがありますので、
　あらかじめご了承ください。

ライブラリーコンサート2025
　新入生歓迎行事として2016年度から毎年開催しているラ
イブラリーコンサートは、今年で10年目を迎えました。日
吉図書館入口のラウンジにて５月14日に弦楽四重奏、地下
のAVホールにて５月16日にジャズが演奏され、合わせて
約170名がその音色に耳を傾けました。今年は日吉図書館
開館40年という節目の年にあたり、建物が時代の変化に馴
染み学生が集う場所として多角的に機能していることを改
めて実感しました。アンケートには新入生から「近くで聴
く生の音は格別」「図書館でこんなに素晴らしい体験が出

来るなんて慶應に
入学して本当によ
かった」など好意
的な声が多数寄せ
られ、この感動体
験がその後の学生
生活においても図
書館を気軽に利用するきっかけとなればとても嬉しく思い
ます。 （日吉メディアセンター　吉沢亜季子）

福澤諭吉と北里柴三郎─近代史上の慶應医学部─
　５月10日、来往舎シンポジウムスペースにおいて新入
生歓迎行事として講演を担当しました。昨年の紙幣改刷
に伴い、新たに千円札に登場した北里柴三郎と、福澤諭
吉・慶應義塾が非常に深い関係を有することは余り学生
に知られていません。またその縁が結ばれた背景には、
近代日本の「官」と「民」のいびつな関係が根ざしてい
ます。両者の関係を歴史的に紐解くことで、福澤の学問
観や、慶應義塾の歴史が有する強靱さ、そしてそれに触
発された北里を原点とする医学部の逞しさを伝えること
を目指しました。新入生だけでなく、通信教育課程や地

元日吉在住の方をはじめ多様な
多くの方にお集まりいただき、
活気ある講演会となったことは
うれしいことでした。企画・運
営は、経済学部教授津田眞弓さ
んと、公認学生団体「日本文化
研究会」の学生たちが担当して
くれました。
 （都倉武之）

日吉音楽祭2025
　日吉音楽祭2025では、７月12、13日に演奏会を開催しま
した。
　第１回は、公募形式の演奏会で、横浜初等部、湘南藤沢
中・高等部、慶應義塾高校の一貫校生、学部生および大学
院生、名誉教授、そして慶應義塾大学病院の医師の計14名
が参加しました。来場者からのアンケートでは「いつもコ
ンサートを開催してくださってありがとうございます。さ
すが慶應！」、「レベルの高さに圧倒されました。初等部～
教授～医師の年齢の差なく人生の音色のすばらしさ！」等
の意見をいただきました。

　第２回は、教養研究セン
ター設置科目「身体知・音楽

（古楽器を通じた歴史的音楽実
践）」の成果発表演奏会でした。
バロック楽器を用いて、バ
ロック時代の室内楽を披露し
ました。来場者も多く、概ね
好評で終えることができまし
た。
 （日吉音楽学研究室　石井 明　平山香織）

入場無料・事前申込不要

場 所：藤原洋記念ホール（慶應義塾大学日吉キャンパス協生館内）

慶應義塾大学教養研究センター日吉行事委員会 (HAPP) 日吉音楽祭2025 第2回

慶應義塾大学古楽アカデミー・

室内アンサンブル演奏会

《バロック後期器楽作品の混合趣味》

Program
ヨハン・アドルフ・ハッセ（1699-1783）
2つのフルートと通奏低音のためのソナタト長調 作品2の4 (London, c. 1739)

ルイ＝アントワーヌ・ドルネル（1680-1757）
3つのヴァイオリンと通奏低音のためのソナタ ロ短調 (Paris, 1709)

ゲオルク・フリードリヒ・ヘンデル（1685-1759）
2つのヴァイオリン、ヴィオラ、通奏低音のためのソナタ ト長調 作品5の4 HWV 399 (London, 1739)

ゲオルク・フィリップ・テレマン (1681-1767)
リコーダー、オーボエ、通奏低音のためのソナタ ヘ長調 TWV:42:F9

アントニオ・ヴィヴァルディ（1678-1741）
2つのヴァイオリンと通奏低音のためのソナタ 変ホ長調 作品1の7 (Venice, 1705)

ジャン＝ジョゼフ・ド・モンドンヴィル (1711-1772)
2つのヴァイオリンと通奏低音のためのソナタ ハ短調 作品2の6 (Paris, 1734)

ヨハン・ゼバスティアン・バッハ（1685-1750）
フルートと通奏低音のためのソナタホ短調 BWV1034

テレマン
フルート、ヴァイオリン、ヴィオラ・ダ・ガンバ、通奏低音のための

 《新四重奏組曲集》より

第1番 ニ長調 TWV 43:D3 (Hamburg, 1738)

2025年7月13日(日)

14時開演(13時半開場)

出 演：慶應義塾大学・古楽アカデミー・室内アンサンブル（ピリオド楽器使用）

石井 明（全体指導／チェンバロ／フラウト・トラヴェルソ）

日吉駅（東急東横線・目黒線・新横浜線／横浜市営地下鉄グリーンライン）徒歩1分
主 催：慶應義塾大学教養研究センター日吉行事企画委員会 (HAPP)／慶應義塾大学日吉音楽学研究室

問合せ：慶應義塾大学日吉音楽学研究室  045-566-1359 http://www.musicology.hc.keio.ac.jp/ 

Designed by Kaori Hirayama (Musicology Office, Keio University)

日吉キャンパス公開講座
　2025年度の「日吉キャンパス公開講座」は前身の「横浜
市民大学講座」から数え51回目の開催となり、10月４日か
ら11月29日までの日程を組みました。統一テーマに沿った
話題について、日吉キャンパスの教員を中心に研究機関と
しての義塾が持つ知的情報源を広く公開し、塾内外を問わ
ず幅広い年齢層の皆様へ学んでいただくことを目標にして
います。昨今の物価上昇に伴い、前年の公開講座最終日に
告知し、今年度は受講料の改訂を行いました。そのため、
受講者数が減る心配もありましたが、定員を上回る応募を
いただき、一部キャンセル等も発生しましたが、ほぼ定員

となりました。統一テーマを「自然と人工」とし、９講師
（塾内７名、塾外２名） による各90分の講演、並びに、今
年度初めて映画の自主上映（社会問題を題材とした作品）
を藤原洋記念ホールで行いました。講演の各分野は芸術・
美術、健康、医療、SF、地理、生物、物質材料、社会問
題等、特定の分野に偏ることなく多岐に渡るようにしまし
た。 各回の講演者やタイトルは下表をご参照ください。
また「日吉公開講座」で検索いただきますと、過去の実施
分についても記載がございます。
https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/exchange/open/ （寺沢和洋）

HRP2025 踊る日吉キャンパス
　Hiyoshi Research Portfolio（HRP）は慶應義塾大学日吉
キャンパス全体で展開されている研究・教育活動を慶應義
塾内外に広く紹介することにより、同活動の成果を社会に
還元し、社会との更なる交流と連携を図ることを目的とし
ています。４年ぶりに開催されたHRP2025は「踊る日吉
キャンパス」と題し、第１部では日吉キャンパスにある４
つの研究所・センターを紹介すると共に、“日吉の多様性
を繋ぐ上で何が必要か” という視点から語りあいました。
第２部ではそれぞれのセンター・研究所の視点から一つの

テーマに取り組み、多様性を実践
する実験的ワークショップを行い
ました。30人ほどの観客でしたが、
活発な質疑応答もあり、内容的に
はとても充実したものとなりまし
た。
HRPイベントサイト
　https://hrp.hc.keio.ac.jp/event
 （小菅隼人）

日吉キャンパス公開講座「自然と人工」
講義日 講　師 テーマ

10 月  4 日（土）
3 時限目 内藤　正人 北斎とサイエンス　─幕末浮世絵師の事例より─
4 時限目 小熊　祐子 自然と人工で考える、身体活動・運動・スポーツと健康

10 月 25 日（土）
3 時限目 新島　　進 女性型人造人間が登場するフィクションから女性の人工美を考える
4 時限目 太田　　弘 「地球」／「地表」を描く「地図」　─「地図の力」と「地図のレトリック」─

11 月  8 日（土）
3 時限目 林　　牧子 アオウミウシを育ててみた！　─自然を感じ、観察する─
4 時限目 井奥　洪二 物質・材料と自然・人工

11 月 15 日（土）
3 時限目

伊東　英朗 米大陸を放射能汚染から救った歯の抜けた子どもたちの物語
4 時限目

11 月 29 日（土）
3 時限目 栗原恵美子 資源植物×科学技術が切り拓く、持続可能なゴムの未来
4 時限目 岡野　栄之 再生医療の現状と未来　─ iPS 細胞を用いた神経難病への挑戦─

 ※公開講座は変更・中止・延期となる可能性があります。

◎本イベントは、後日Youtubeでの動画公開を予定しています。ご了承の上でお申し込みください。

主催：慶應義塾大学  HRP実行委員会
お問い合わせ：HRP事務局（慶應義塾大学日吉学術研究支援課内）　 Emai l：hrpk ikaku@info .ke io .ac . jp
ht tps : //hrp .hc .ke io .ac . jp/

講演資料
6月27日頃より閲覧可能

「踊る楽しさと美しさ―身体と心の調和」
清水 花菜　慶應義塾大学 体育研究所助教（専門：新体操、スポーツ科学）

「『踊る』漢字」
山下 一夫　慶應義塾大学 外国語教育研究センター所長　理工学部教授

「天の宇受売（あめのうづめ）について」
片山 杜秀　慶應義塾大学 教養研究センター所長　法学部教授

「『踊る』にまつわる認知機能：
　　　  踊れる赤ちゃんはおしゃべりさん？」
皆川 泰代　慶應義塾大学 文学部心理学専攻教授

14：45 -16：15第 2 部

「踊る」日吉リサーチポートフォリオ
Dancing Hi yoshi  Research Por t fol io

研究活動を繋ぐ
Connec t ing Hi yoshi  C ampus

13：00 -14：30第 1 部

コーディネーター
小菅 隼人　 慶應義塾大学理工学部教授（HRP運営委員長）

須田 芳正　 慶應義塾大学 体育研究所所長

山下 一夫　 慶應義塾大学 外国語教育研究センター所長

片山 杜秀　 慶應義塾大学 教養研究センター所長

岡本 昌樹　 慶應義塾大学 自然科学研究教育センター所長

コーディネーター
小菅 隼人　慶應義塾大学理工学部教授（HRP運営委員長）

外国語教育研究センター体育研究所 教養研究センター 自然科学研究教育センター

―踊る日吉キャンパス―
Hiyoshi  Research Por tfol io  2025

申込フォームはこちら
入場無料・要申込

慶應義塾大学 日吉キャンパス 独立館DB201教室
2 0 2 5年7月5日［土］ 13：00 - 16：15

「みなさんmiraiプロジェクト」第３期
　2025年度慶應義塾未来先導基金による慶應最大の森があ
る南三陸町（宮城県）をベースに学ぶプロジェクト。22名
の学部・院生が参加。活動内容■６月14日 参加者説明
会・講演会：一ノ瀬友博（環境情報学部）「南三陸慶應の
森の自然環境と生物相」（主催 福澤育林友の会）■７月１
日 合宿事前学習会：糟谷大河・丹羽雄一・植田浩史（全
て経済学部）■８月８日～ 11日（南三陸合宿）■８月18
日 合宿後ミーティング■９月29日 活動報告会「キャンパ
スで、現場へ行くことの意味を考えよう」３期生による活
動報告。基調講演：籾木佑介氏（法学部卒。旧南三陸プロ
ジェクトメンバー。NHK政経・国際番組部ディレクタ

ー）「〈問い〉」
は現場（フィ
ールド）から
生 ま れ る 」。
学生とのトー
クセッション。
　なお、２期
生が考案した杉の間伐材のチャームが義塾の公式グッズと
して販売中。
　 https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/minasa nmirai/
 （津田眞弓）

　　株式会社アカツキ寄附講座「エンターテインメントビジネス論」
　2025年度春学期に「エンターテインメントビジネス論」を実施し
ました。アニメやゲームを始めとしたエンターテインメントビジネ
スについて、理論と実務の双方から学際的・分野横断的なアプロー
チを行うもので、2022年度に実験授業を実施した後、2023年度から
株式会社アカツキ寄附講座として正式に開始されました。前年度に
引き続き2025年度も三原龍太郎（経済学部）がコーディネーターを
つとめるとともに、授業は主に非常勤講師の中山淳雄が担当しまし
た。中山や慶應義塾大学教員によるエンターテインメントビジネス
に関する講義に加え、アニメ、テーマパーク、映画、芸能、ゲーム、
ショートドラマといったエンターテインメントビジネスの各分野で活躍されているゲストスピーカーと中山が対談を行うと
いう形式で進められました。ゲストスピーカーは毎回非常に豪華なメンバーで、出席者と登壇者との間で活発な議論が交わ
され、非常に充実した内容となりました。 （三原龍太郎）

　　株式会社コーエーテクモホールディングス寄附講座「日吉学」
〜探求編　探ってみようその先を〜
　「日吉」をテーマに、何か疑問を発見して4000字の論文にまとめる
──それがこの授業のゴールです。今年も一貫教育校と大学の枠を越
え、地学、生物学、考古学、中世史、近現代史、学校史、哲学、文学
など多様な専門を持つ９名の教員が共同で担当し、25名の学生と慶應
高校生３名が論文執筆に取り組みました。授業の前半は、キャンパス
内外のフィールドワークを毎週異なるテーマで行い、久しぶりに授業
時間内で日吉台地下壕見学も実施しました。受講者に「教えすぎな
い」ことを教員で申し合わせ、受講者自身が発見し、探求してもらう
ことを目指しました。従来は20名に満たない規模でしたが、本年は初
めて人数を制限し、熱気と活発な議論のある授業となりました。提出
された論文は、昨年から学生の手で編集した冊子としてまとめて蓄積
しています。
 （都倉武之）

　　最後の「身体知─創造的コミュニケーションと言語力」を終えて
　この2025年度の夏をもって、教養研究
センター設置科目「身体知─創造的コ
ミュニケーションと言語力」は15年（実
験授業の期間を入れると20年）の幕を下
ろしました。本年度はその歴史にふさわ
しく「はじまりと終わり」をテーマとす
る三つの短編小説をテキストに据えまし
た。講師には、この３年間身体知の授業
を共に培ってくださったダンサー兼振付家のアオキ裕キ氏のほか、作詞家として活躍するアーティストのエンドケイプ氏、
コミュニティダンスのファシリテーターを務める寒川明香氏を迎え、身体・言葉・コミュニティの３つの柱のもとで安心で
きる環境を構築し、体と言語の可能性を追求する授業を展開しました。最終日の８月16日には成果発表会を開催し、実験授
業の頃を含む過去の「身体知」履修者も大勢参加。これまでの授業を振り返るひと時となりました。履修者を通して授業成
果がいろいろな場面で花開いていく確信を残して授業は終わりました。20年間この授業に参加してくださった皆様、授業の
運営を可能にしてくださった教養研究センターの皆様に感謝いたします。ありがとうございました。 （横山千晶）

　2025年度の庄内セミナーは８月29日から９月１日まで無事催行できました。「庄内に学ぶ生命─死と生を繋ぐ」をテー
マに、高等学校から大学院まで計19名の参加者は、講師の先生方をはじめ訪問先でお会いした皆様の熱い思いを吸収し、
湯殿山で修験体験をし、連日議論しました。今回も温かく迎えて下さった鶴岡の皆様に深く感謝いたします。
� （実行委員長・経済学部　鈴木亮子）

第14回「庄内セミナー」報告第14回「庄内セミナー」報告

生命に向き合える時間
　「死と生を繋ぐ『生命』」本セミナーではこの論題について
高校生から院生まで様々な世代や学部の異なる塾生が集まり、
庄内での体験を通じて得た知識や考えを基に議論を盛んに交
し合いました。私たちの班は「死と生は繋がっており分けて
考える必要はない」という結論に至りました。しかしながら
興味深いことに、私たちはこの数日間同じ物事を見て聞いて
学んだはずであるのに異なる様々な見解が議論に上がりまし
た。生命に対して深く討論できる機会はあまり多くない中、
その機会を与えていただき様々な考えを持つことのできる仲
間と意見を分かち合えた本セミナーは、私の人生において有
意義な時間となりました。
 （理工学部２年　千田勝晴）

生と死、そして科学と宗教
　これまでの生活では、生と死についてじっくり考える余裕
がありませんでした。しかし、都会の喧噪を離れ、多種多様
な経験を持つ学生たちと、生死とは何か、真剣に議論を重ね
るとても貴重な４日間を過ごすことができました。科学、宗
教、そして庄内の風土という異なる視点から多様な体験を重
ねる中で、日に日に議論が濃厚になっていく変化が面白かっ
たです。また、科学と宗教は相反するものだと考えていまし
たが、実際には異なる論理を用いながらも、同じ結論にたど
り着くことがあるという不思議さを実感し、新しい物の見方
を得ることができたと感じています。
 （商学部４年　高橋万優子）

思考の材料としての庄内での体験
　生と死。考えることも、他人の主張に意見することも憚ら
れるテーマです。しかし、人が皆経験するものであり、そこ
から逃げずに議論したいという学生と集まれたのは私にとっ
て幸せでした。議論では、個々の視点からの意見が出され、
語らいが絶えませんでした。時にはセミナーやテーマ設定に
対してメタ的な視点から考えることもありました。また、
テーマについての思考の材料として様々な体験をするという
ことは初めてでした。修験体験や八朔祭、先端研での活動か
ら、宿で採って食べたタマゴタケに至るまで、生命について
深く考えさせられた４日間でした。生と死に五感で触れ、考
えの糸口となった庄内の風土、セミナーのプログラムに感謝
しています。 （慶應義塾高等学校３年　齋藤遥）

生きることは楽しい
　よく食べ、よく学び、よく考え、よく語りあう。生命溢れ
る庄内の地で、私は生と死と生命について向き合いました。
未来永劫生き続ける即身仏、個体としては死ぬが超個体とし
て生き続ける群生林やきのこ、乾眠して生と死を行き来する
クマムシ、山伏として修験し生まれ変わる人々。多様な在り
方を目の当たりにしました。修験を体験し、生まれ変わった
今想うことは、「生きることは楽しい」という素直な気持ち
です。複雑な世界のなかで、ただ実直に自分の気持ちと向き
合い、楽しく生きること。湯殿の神様方のもとで、私はその
ことを学ばせていただきました。
 （経済学研究科修士１年　田嶋康汰）

南三陸町震災復興祈念公園
「祈りの丘」

Newsletter47-DIC-N894.indd   4-7Newsletter47-DIC-N894.indd   4-7 2025/11/13   9:092025/11/13   9:09



K
eio Research Center for the Liberal A

rts N
ew

sletter. N
ovem

ber, 2025.  N
o.47

K
eio Research Center for the Liberal A

rts N
ew

sletter. N
ovem

ber, 2025.  N
o.47

K
eio Research Center for the Liberal A

rts N
ew

sletter. N
ovem

ber, 2025.  N
o.47

K
eio Research Center for the Liberal A

rts N
ew

sletter. N
ovem

ber, 2025.  N
o.47

Feature─特集Ⅲ Feature─特集Ⅳ Feature─特集Ⅴ

日吉行事企画委員会（HAPP）企画（春学期）
新入生歓迎舞踏公演：今貂子「彗星」
　2025年度新入生歓迎舞踏公演は、京都より、今貂子氏を
お招きしました。高校生、新入生を含めて、約250名の観
衆がこの公演に立ち合いました。今貂子氏は、その前衛的
表現を維持しつつも、教育の現場にふさわしい公演の実施
に配慮してくれました。今日、HAPPの当初の理念である

「心と頭と体」のバランスが、特に学生や一般人の間でも、
大きく崩れつつあります。しかし、〈心─頭─体〉は一体
であり、それが相互的ネットワークとして繋がっていなけ
れば、人間の生活は歪み、やがては、社会は大きな困難を
背負うことになるでしょう。その意味で、慶應義塾新入生

にとっては、舞踏
とその肉体の芸術
表現を通して、心
と頭と体の有意義
なレッスンになっ
たと思います。公
演後、小菅隼人×
今貂子でポスト・
パーフォーマンス・トークを行いました。
 （小菅隼人）

Keio University Hiyoshi Campus, Raiosha
4-1-1, Hiyoshi, Kohoku-ku, Yokohama-shi 
Access from Hiyoshi Station (Tokyu Toyoko Line /
Tokyu Meguro Line / Tokyu Shin-yokohama Line /
Yokohama Municipal Subway Green Line)

2025年５月21日（水）
［18時00分開演・17時30分開場］

慶應義塾大学日吉キャンパス
来往舎イベントテラス
横浜市港北区日吉4-1-1　
東急東横線・東急目黒線・東急新横浜線・
横浜市営地下鉄グリーンライン　日吉駅下車

撮
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　飯
名
尚
人

―煌々と光りを放ち、焔のような尾を引いてやってくる彗星。
舞踏に出会った時、まるで彗星のようだと思った。
飛びのる。勢いよく遊泳する彗星の尻尾を掴み、宇宙を一周。
時が満ちる。再び彗星がやってくる。
源泉から汲出した創造力と、未来を予祝する想像力を地上へと運んで―

Admission Free
入場無料
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＊席に限りがありますので、
　あらかじめご了承ください。

ライブラリーコンサート2025
　新入生歓迎行事として2016年度から毎年開催しているラ
イブラリーコンサートは、今年で10年目を迎えました。日
吉図書館入口のラウンジにて５月14日に弦楽四重奏、地下
のAVホールにて５月16日にジャズが演奏され、合わせて
約170名がその音色に耳を傾けました。今年は日吉図書館
開館40年という節目の年にあたり、建物が時代の変化に馴
染み学生が集う場所として多角的に機能していることを改
めて実感しました。アンケートには新入生から「近くで聴
く生の音は格別」「図書館でこんなに素晴らしい体験が出

来るなんて慶應に
入学して本当によ
かった」など好意
的な声が多数寄せ
られ、この感動体
験がその後の学生
生活においても図
書館を気軽に利用するきっかけとなればとても嬉しく思い
ます。 （日吉メディアセンター　吉沢亜季子）

福澤諭吉と北里柴三郎─近代史上の慶應医学部─
　５月10日、来往舎シンポジウムスペースにおいて新入
生歓迎行事として講演を担当しました。昨年の紙幣改刷
に伴い、新たに千円札に登場した北里柴三郎と、福澤諭
吉・慶應義塾が非常に深い関係を有することは余り学生
に知られていません。またその縁が結ばれた背景には、
近代日本の「官」と「民」のいびつな関係が根ざしてい
ます。両者の関係を歴史的に紐解くことで、福澤の学問
観や、慶應義塾の歴史が有する強靱さ、そしてそれに触
発された北里を原点とする医学部の逞しさを伝えること
を目指しました。新入生だけでなく、通信教育課程や地

元日吉在住の方をはじめ多様な
多くの方にお集まりいただき、
活気ある講演会となったことは
うれしいことでした。企画・運
営は、経済学部教授津田眞弓さ
んと、公認学生団体「日本文化
研究会」の学生たちが担当して
くれました。
 （都倉武之）

日吉音楽祭2025
　日吉音楽祭2025では、７月12、13日に演奏会を開催しま
した。
　第１回は、公募形式の演奏会で、横浜初等部、湘南藤沢
中・高等部、慶應義塾高校の一貫校生、学部生および大学
院生、名誉教授、そして慶應義塾大学病院の医師の計14名
が参加しました。来場者からのアンケートでは「いつもコ
ンサートを開催してくださってありがとうございます。さ
すが慶應！」、「レベルの高さに圧倒されました。初等部～
教授～医師の年齢の差なく人生の音色のすばらしさ！」等
の意見をいただきました。

　第２回は、教養研究セン
ター設置科目「身体知・音楽

（古楽器を通じた歴史的音楽実
践）」の成果発表演奏会でした。
バロック楽器を用いて、バ
ロック時代の室内楽を披露し
ました。来場者も多く、概ね
好評で終えることができまし
た。
 （日吉音楽学研究室　石井 明　平山香織）

入場無料・事前申込不要

場 所：藤原洋記念ホール（慶應義塾大学日吉キャンパス協生館内）

慶應義塾大学教養研究センター日吉行事委員会 (HAPP) 日吉音楽祭2025 第2回

慶應義塾大学古楽アカデミー・

室内アンサンブル演奏会

《バロック後期器楽作品の混合趣味》

Program
ヨハン・アドルフ・ハッセ（1699-1783）
2つのフルートと通奏低音のためのソナタト長調 作品2の4 (London, c. 1739)

ルイ＝アントワーヌ・ドルネル（1680-1757）
3つのヴァイオリンと通奏低音のためのソナタ ロ短調 (Paris, 1709)

ゲオルク・フリードリヒ・ヘンデル（1685-1759）
2つのヴァイオリン、ヴィオラ、通奏低音のためのソナタ ト長調 作品5の4 HWV 399 (London, 1739)

ゲオルク・フィリップ・テレマン (1681-1767)
リコーダー、オーボエ、通奏低音のためのソナタ ヘ長調 TWV:42:F9

アントニオ・ヴィヴァルディ（1678-1741）
2つのヴァイオリンと通奏低音のためのソナタ 変ホ長調 作品1の7 (Venice, 1705)

ジャン＝ジョゼフ・ド・モンドンヴィル (1711-1772)
2つのヴァイオリンと通奏低音のためのソナタ ハ短調 作品2の6 (Paris, 1734)

ヨハン・ゼバスティアン・バッハ（1685-1750）
フルートと通奏低音のためのソナタホ短調 BWV1034

テレマン
フルート、ヴァイオリン、ヴィオラ・ダ・ガンバ、通奏低音のための

 《新四重奏組曲集》より

第1番 ニ長調 TWV 43:D3 (Hamburg, 1738)

2025年7月13日(日)

14時開演(13時半開場)

出 演：慶應義塾大学・古楽アカデミー・室内アンサンブル（ピリオド楽器使用）

石井 明（全体指導／チェンバロ／フラウト・トラヴェルソ）

日吉駅（東急東横線・目黒線・新横浜線／横浜市営地下鉄グリーンライン）徒歩1分
主 催：慶應義塾大学教養研究センター日吉行事企画委員会 (HAPP)／慶應義塾大学日吉音楽学研究室

問合せ：慶應義塾大学日吉音楽学研究室  045-566-1359 http://www.musicology.hc.keio.ac.jp/ 

Designed by Kaori Hirayama (Musicology Office, Keio University)

日吉キャンパス公開講座
　2025年度の「日吉キャンパス公開講座」は前身の「横浜
市民大学講座」から数え51回目の開催となり、10月４日か
ら11月29日までの日程を組みました。統一テーマに沿った
話題について、日吉キャンパスの教員を中心に研究機関と
しての義塾が持つ知的情報源を広く公開し、塾内外を問わ
ず幅広い年齢層の皆様へ学んでいただくことを目標にして
います。昨今の物価上昇に伴い、前年の公開講座最終日に
告知し、今年度は受講料の改訂を行いました。そのため、
受講者数が減る心配もありましたが、定員を上回る応募を
いただき、一部キャンセル等も発生しましたが、ほぼ定員

となりました。統一テーマを「自然と人工」とし、９講師
（塾内７名、塾外２名） による各90分の講演、並びに、今
年度初めて映画の自主上映（社会問題を題材とした作品）
を藤原洋記念ホールで行いました。講演の各分野は芸術・
美術、健康、医療、SF、地理、生物、物質材料、社会問
題等、特定の分野に偏ることなく多岐に渡るようにしまし
た。 各回の講演者やタイトルは下表をご参照ください。
また「日吉公開講座」で検索いただきますと、過去の実施
分についても記載がございます。
https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/exchange/open/ （寺沢和洋）

HRP2025 踊る日吉キャンパス
　Hiyoshi Research Portfolio（HRP）は慶應義塾大学日吉
キャンパス全体で展開されている研究・教育活動を慶應義
塾内外に広く紹介することにより、同活動の成果を社会に
還元し、社会との更なる交流と連携を図ることを目的とし
ています。４年ぶりに開催されたHRP2025は「踊る日吉
キャンパス」と題し、第１部では日吉キャンパスにある４
つの研究所・センターを紹介すると共に、“日吉の多様性
を繋ぐ上で何が必要か” という視点から語りあいました。
第２部ではそれぞれのセンター・研究所の視点から一つの

テーマに取り組み、多様性を実践
する実験的ワークショップを行い
ました。30人ほどの観客でしたが、
活発な質疑応答もあり、内容的に
はとても充実したものとなりまし
た。
HRPイベントサイト
　https://hrp.hc.keio.ac.jp/event
 （小菅隼人）

日吉キャンパス公開講座「自然と人工」
講義日 講　師 テーマ

10 月  4 日（土）
3 時限目 内藤　正人 北斎とサイエンス　─幕末浮世絵師の事例より─
4 時限目 小熊　祐子 自然と人工で考える、身体活動・運動・スポーツと健康

10 月 25 日（土）
3 時限目 新島　　進 女性型人造人間が登場するフィクションから女性の人工美を考える
4 時限目 太田　　弘 「地球」／「地表」を描く「地図」　─「地図の力」と「地図のレトリック」─

11 月  8 日（土）
3 時限目 林　　牧子 アオウミウシを育ててみた！　─自然を感じ、観察する─
4 時限目 井奥　洪二 物質・材料と自然・人工

11 月 15 日（土）
3 時限目

伊東　英朗 米大陸を放射能汚染から救った歯の抜けた子どもたちの物語
4 時限目

11 月 29 日（土）
3 時限目 栗原恵美子 資源植物×科学技術が切り拓く、持続可能なゴムの未来
4 時限目 岡野　栄之 再生医療の現状と未来　─ iPS 細胞を用いた神経難病への挑戦─

 ※公開講座は変更・中止・延期となる可能性があります。

◎本イベントは、後日Youtubeでの動画公開を予定しています。ご了承の上でお申し込みください。

主催：慶應義塾大学  HRP実行委員会
お問い合わせ：HRP事務局（慶應義塾大学日吉学術研究支援課内）　 Emai l：hrpk ikaku@info .ke io .ac . jp
ht tps : //hrp .hc .ke io .ac . jp/

講演資料
6月27日頃より閲覧可能

「踊る楽しさと美しさ―身体と心の調和」
清水 花菜　慶應義塾大学 体育研究所助教（専門：新体操、スポーツ科学）

「『踊る』漢字」
山下 一夫　慶應義塾大学 外国語教育研究センター所長　理工学部教授

「天の宇受売（あめのうづめ）について」
片山 杜秀　慶應義塾大学 教養研究センター所長　法学部教授

「『踊る』にまつわる認知機能：
　　　  踊れる赤ちゃんはおしゃべりさん？」
皆川 泰代　慶應義塾大学 文学部心理学専攻教授

14：45 -16：15第 2 部

「踊る」日吉リサーチポートフォリオ
Dancing Hi yoshi  Re search Por t fol io

研究活動を繋ぐ
Connec t ing Hi yoshi  C ampus

13：00 -14：30第 1 部

コーディネーター
小菅 隼人　 慶應義塾大学理工学部教授（HRP運営委員長）

須田 芳正　 慶應義塾大学 体育研究所所長

山下 一夫　 慶應義塾大学 外国語教育研究センター所長

片山 杜秀　 慶應義塾大学 教養研究センター所長

岡本 昌樹　 慶應義塾大学 自然科学研究教育センター所長

コーディネーター
小菅 隼人　慶應義塾大学理工学部教授（HRP運営委員長）

外国語教育研究センター体育研究所 教養研究センター 自然科学研究教育センター

―踊る日吉キャンパス―
Hiyoshi  Research Por tfol io  2025

申込フォームはこちら
入場無料・要申込

慶應義塾大学 日吉キャンパス 独立館DB201教室
2 0 2 5年7月5日［土］ 13：00 - 16：15

「みなさんmiraiプロジェクト」第３期
　2025年度慶應義塾未来先導基金による慶應最大の森があ
る南三陸町（宮城県）をベースに学ぶプロジェクト。22名
の学部・院生が参加。活動内容■６月14日 参加者説明
会・講演会：一ノ瀬友博（環境情報学部）「南三陸慶應の
森の自然環境と生物相」（主催 福澤育林友の会）■７月１
日 合宿事前学習会：糟谷大河・丹羽雄一・植田浩史（全
て経済学部）■８月８日～ 11日（南三陸合宿）■８月18
日 合宿後ミーティング■９月29日 活動報告会「キャンパ
スで、現場へ行くことの意味を考えよう」３期生による活
動報告。基調講演：籾木佑介氏（法学部卒。旧南三陸プロ
ジェクトメンバー。NHK政経・国際番組部ディレクタ

ー）「〈問い〉」
は現場（フィ
ールド）から
生 ま れ る 」。
学生とのトー
クセッション。
　なお、２期
生が考案した杉の間伐材のチャームが義塾の公式グッズと
して販売中。
　 https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/minasa nmirai/
 （津田眞弓）

　　株式会社アカツキ寄附講座「エンターテインメントビジネス論」
　2025年度春学期に「エンターテインメントビジネス論」を実施し
ました。アニメやゲームを始めとしたエンターテインメントビジネ
スについて、理論と実務の双方から学際的・分野横断的なアプロー
チを行うもので、2022年度に実験授業を実施した後、2023年度から
株式会社アカツキ寄附講座として正式に開始されました。前年度に
引き続き2025年度も三原龍太郎（経済学部）がコーディネーターを
つとめるとともに、授業は主に非常勤講師の中山淳雄が担当しまし
た。中山や慶應義塾大学教員によるエンターテインメントビジネス
に関する講義に加え、アニメ、テーマパーク、映画、芸能、ゲーム、
ショートドラマといったエンターテインメントビジネスの各分野で活躍されているゲストスピーカーと中山が対談を行うと
いう形式で進められました。ゲストスピーカーは毎回非常に豪華なメンバーで、出席者と登壇者との間で活発な議論が交わ
され、非常に充実した内容となりました。 （三原龍太郎）

　　株式会社コーエーテクモホールディングス寄附講座「日吉学」
〜探求編　探ってみようその先を〜
　「日吉」をテーマに、何か疑問を発見して4000字の論文にまとめる
──それがこの授業のゴールです。今年も一貫教育校と大学の枠を越
え、地学、生物学、考古学、中世史、近現代史、学校史、哲学、文学
など多様な専門を持つ９名の教員が共同で担当し、25名の学生と慶應
高校生３名が論文執筆に取り組みました。授業の前半は、キャンパス
内外のフィールドワークを毎週異なるテーマで行い、久しぶりに授業
時間内で日吉台地下壕見学も実施しました。受講者に「教えすぎな
い」ことを教員で申し合わせ、受講者自身が発見し、探求してもらう
ことを目指しました。従来は20名に満たない規模でしたが、本年は初
めて人数を制限し、熱気と活発な議論のある授業となりました。提出
された論文は、昨年から学生の手で編集した冊子としてまとめて蓄積
しています。
 （都倉武之）

　　最後の「身体知─創造的コミュニケーションと言語力」を終えて
　この2025年度の夏をもって、教養研究
センター設置科目「身体知─創造的コ
ミュニケーションと言語力」は15年（実
験授業の期間を入れると20年）の幕を下
ろしました。本年度はその歴史にふさわ
しく「はじまりと終わり」をテーマとす
る三つの短編小説をテキストに据えまし
た。講師には、この３年間身体知の授業
を共に培ってくださったダンサー兼振付家のアオキ裕キ氏のほか、作詞家として活躍するアーティストのエンドケイプ氏、
コミュニティダンスのファシリテーターを務める寒川明香氏を迎え、身体・言葉・コミュニティの３つの柱のもとで安心で
きる環境を構築し、体と言語の可能性を追求する授業を展開しました。最終日の８月16日には成果発表会を開催し、実験授
業の頃を含む過去の「身体知」履修者も大勢参加。これまでの授業を振り返るひと時となりました。履修者を通して授業成
果がいろいろな場面で花開いていく確信を残して授業は終わりました。20年間この授業に参加してくださった皆様、授業の
運営を可能にしてくださった教養研究センターの皆様に感謝いたします。ありがとうございました。 （横山千晶）

　2025年度の庄内セミナーは８月29日から９月１日まで無事催行できました。「庄内に学ぶ生命─死と生を繋ぐ」をテー
マに、高等学校から大学院まで計19名の参加者は、講師の先生方をはじめ訪問先でお会いした皆様の熱い思いを吸収し、
湯殿山で修験体験をし、連日議論しました。今回も温かく迎えて下さった鶴岡の皆様に深く感謝いたします。
� （実行委員長・経済学部　鈴木亮子）

第14回「庄内セミナー」報告第14回「庄内セミナー」報告

生命に向き合える時間
　「死と生を繋ぐ『生命』」本セミナーではこの論題について
高校生から院生まで様々な世代や学部の異なる塾生が集まり、
庄内での体験を通じて得た知識や考えを基に議論を盛んに交
し合いました。私たちの班は「死と生は繋がっており分けて
考える必要はない」という結論に至りました。しかしながら
興味深いことに、私たちはこの数日間同じ物事を見て聞いて
学んだはずであるのに異なる様々な見解が議論に上がりまし
た。生命に対して深く討論できる機会はあまり多くない中、
その機会を与えていただき様々な考えを持つことのできる仲
間と意見を分かち合えた本セミナーは、私の人生において有
意義な時間となりました。
 （理工学部２年　千田勝晴）

生と死、そして科学と宗教
　これまでの生活では、生と死についてじっくり考える余裕
がありませんでした。しかし、都会の喧噪を離れ、多種多様
な経験を持つ学生たちと、生死とは何か、真剣に議論を重ね
るとても貴重な４日間を過ごすことができました。科学、宗
教、そして庄内の風土という異なる視点から多様な体験を重
ねる中で、日に日に議論が濃厚になっていく変化が面白かっ
たです。また、科学と宗教は相反するものだと考えていまし
たが、実際には異なる論理を用いながらも、同じ結論にたど
り着くことがあるという不思議さを実感し、新しい物の見方
を得ることができたと感じています。
 （商学部４年　高橋万優子）

思考の材料としての庄内での体験
　生と死。考えることも、他人の主張に意見することも憚ら
れるテーマです。しかし、人が皆経験するものであり、そこ
から逃げずに議論したいという学生と集まれたのは私にとっ
て幸せでした。議論では、個々の視点からの意見が出され、
語らいが絶えませんでした。時にはセミナーやテーマ設定に
対してメタ的な視点から考えることもありました。また、
テーマについての思考の材料として様々な体験をするという
ことは初めてでした。修験体験や八朔祭、先端研での活動か
ら、宿で採って食べたタマゴタケに至るまで、生命について
深く考えさせられた４日間でした。生と死に五感で触れ、考
えの糸口となった庄内の風土、セミナーのプログラムに感謝
しています。 （慶應義塾高等学校３年　齋藤遥）

生きることは楽しい
　よく食べ、よく学び、よく考え、よく語りあう。生命溢れ
る庄内の地で、私は生と死と生命について向き合いました。
未来永劫生き続ける即身仏、個体としては死ぬが超個体とし
て生き続ける群生林やきのこ、乾眠して生と死を行き来する
クマムシ、山伏として修験し生まれ変わる人々。多様な在り
方を目の当たりにしました。修験を体験し、生まれ変わった
今想うことは、「生きることは楽しい」という素直な気持ち
です。複雑な世界のなかで、ただ実直に自分の気持ちと向き
合い、楽しく生きること。湯殿の神様方のもとで、私はその
ことを学ばせていただきました。
 （経済学研究科修士１年　田嶋康汰）

南三陸町震災復興祈念公園
「祈りの丘」
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日吉行事企画委員会（HAPP）企画（春学期）
新入生歓迎舞踏公演：今貂子「彗星」
　2025年度新入生歓迎舞踏公演は、京都より、今貂子氏を
お招きしました。高校生、新入生を含めて、約250名の観
衆がこの公演に立ち合いました。今貂子氏は、その前衛的
表現を維持しつつも、教育の現場にふさわしい公演の実施
に配慮してくれました。今日、HAPPの当初の理念である

「心と頭と体」のバランスが、特に学生や一般人の間でも、
大きく崩れつつあります。しかし、〈心─頭─体〉は一体
であり、それが相互的ネットワークとして繋がっていなけ
れば、人間の生活は歪み、やがては、社会は大きな困難を
背負うことになるでしょう。その意味で、慶應義塾新入生

にとっては、舞踏
とその肉体の芸術
表現を通して、心
と頭と体の有意義
なレッスンになっ
たと思います。公
演後、小菅隼人×
今貂子でポスト・
パーフォーマンス・トークを行いました。
 （小菅隼人）

Keio University Hiyoshi Campus, Raiosha
4-1-1, Hiyoshi, Kohoku-ku, Yokohama-shi 
Access from Hiyoshi Station (Tokyu Toyoko Line /
Tokyu Meguro Line / Tokyu Shin-yokohama Line /
Yokohama Municipal Subway Green Line)

2025年５月21日（水）
［18時00分開演・17時30分開場］

慶應義塾大学日吉キャンパス
来往舎イベントテラス
横浜市港北区日吉4-1-1　
東急東横線・東急目黒線・東急新横浜線・
横浜市営地下鉄グリーンライン　日吉駅下車

撮
影

　飯
名
尚
人

―煌々と光りを放ち、焔のような尾を引いてやってくる彗星。
舞踏に出会った時、まるで彗星のようだと思った。
飛びのる。勢いよく遊泳する彗星の尻尾を掴み、宇宙を一周。
時が満ちる。再び彗星がやってくる。
源泉から汲出した創造力と、未来を予祝する想像力を地上へと運んで―

Admission Free
入場無料
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＊席に限りがありますので、
　あらかじめご了承ください。

ライブラリーコンサート2025
　新入生歓迎行事として2016年度から毎年開催しているラ
イブラリーコンサートは、今年で10年目を迎えました。日
吉図書館入口のラウンジにて５月14日に弦楽四重奏、地下
のAVホールにて５月16日にジャズが演奏され、合わせて
約170名がその音色に耳を傾けました。今年は日吉図書館
開館40年という節目の年にあたり、建物が時代の変化に馴
染み学生が集う場所として多角的に機能していることを改
めて実感しました。アンケートには新入生から「近くで聴
く生の音は格別」「図書館でこんなに素晴らしい体験が出

来るなんて慶應に
入学して本当によ
かった」など好意
的な声が多数寄せ
られ、この感動体
験がその後の学生
生活においても図
書館を気軽に利用するきっかけとなればとても嬉しく思い
ます。 （日吉メディアセンター　吉沢亜季子）

福澤諭吉と北里柴三郎─近代史上の慶應医学部─
　５月10日、来往舎シンポジウムスペースにおいて新入
生歓迎行事として講演を担当しました。昨年の紙幣改刷
に伴い、新たに千円札に登場した北里柴三郎と、福澤諭
吉・慶應義塾が非常に深い関係を有することは余り学生
に知られていません。またその縁が結ばれた背景には、
近代日本の「官」と「民」のいびつな関係が根ざしてい
ます。両者の関係を歴史的に紐解くことで、福澤の学問
観や、慶應義塾の歴史が有する強靱さ、そしてそれに触
発された北里を原点とする医学部の逞しさを伝えること
を目指しました。新入生だけでなく、通信教育課程や地

元日吉在住の方をはじめ多様な
多くの方にお集まりいただき、
活気ある講演会となったことは
うれしいことでした。企画・運
営は、経済学部教授津田眞弓さ
んと、公認学生団体「日本文化
研究会」の学生たちが担当して
くれました。
 （都倉武之）

日吉音楽祭2025
　日吉音楽祭2025では、７月12、13日に演奏会を開催しま
した。
　第１回は、公募形式の演奏会で、横浜初等部、湘南藤沢
中・高等部、慶應義塾高校の一貫校生、学部生および大学
院生、名誉教授、そして慶應義塾大学病院の医師の計14名
が参加しました。来場者からのアンケートでは「いつもコ
ンサートを開催してくださってありがとうございます。さ
すが慶應！」、「レベルの高さに圧倒されました。初等部～
教授～医師の年齢の差なく人生の音色のすばらしさ！」等
の意見をいただきました。

　第２回は、教養研究セン
ター設置科目「身体知・音楽

（古楽器を通じた歴史的音楽実
践）」の成果発表演奏会でした。
バロック楽器を用いて、バ
ロック時代の室内楽を披露し
ました。来場者も多く、概ね
好評で終えることができまし
た。
 （日吉音楽学研究室　石井 明　平山香織）

入場無料・事前申込不要

場 所：藤原洋記念ホール（慶應義塾大学日吉キャンパス協生館内）

慶應義塾大学教養研究センター日吉行事委員会 (HAPP) 日吉音楽祭2025 第2回

慶應義塾大学古楽アカデミー・

室内アンサンブル演奏会

《バロック後期器楽作品の混合趣味》

Program
ヨハン・アドルフ・ハッセ（1699-1783）
2つのフルートと通奏低音のためのソナタト長調 作品2の4 (London, c. 1739)

ルイ＝アントワーヌ・ドルネル（1680-1757）
3つのヴァイオリンと通奏低音のためのソナタ ロ短調 (Paris, 1709)

ゲオルク・フリードリヒ・ヘンデル（1685-1759）
2つのヴァイオリン、ヴィオラ、通奏低音のためのソナタ ト長調 作品5の4 HWV 399 (London, 1739)

ゲオルク・フィリップ・テレマン (1681-1767)
リコーダー、オーボエ、通奏低音のためのソナタ ヘ長調 TWV:42:F9

アントニオ・ヴィヴァルディ（1678-1741）
2つのヴァイオリンと通奏低音のためのソナタ 変ホ長調 作品1の7 (Venice, 1705)

ジャン＝ジョゼフ・ド・モンドンヴィル (1711-1772)
2つのヴァイオリンと通奏低音のためのソナタ ハ短調 作品2の6 (Paris, 1734)

ヨハン・ゼバスティアン・バッハ（1685-1750）
フルートと通奏低音のためのソナタホ短調 BWV1034

テレマン
フルート、ヴァイオリン、ヴィオラ・ダ・ガンバ、通奏低音のための

 《新四重奏組曲集》より

第1番 ニ長調 TWV 43:D3 (Hamburg, 1738)

2025年7月13日(日)

14時開演(13時半開場)

出 演：慶應義塾大学・古楽アカデミー・室内アンサンブル（ピリオド楽器使用）

石井 明（全体指導／チェンバロ／フラウト・トラヴェルソ）

日吉駅（東急東横線・目黒線・新横浜線／横浜市営地下鉄グリーンライン）徒歩1分
主 催：慶應義塾大学教養研究センター日吉行事企画委員会 (HAPP)／慶應義塾大学日吉音楽学研究室

問合せ：慶應義塾大学日吉音楽学研究室  045-566-1359 http://www.musicology.hc.keio.ac.jp/ 

Designed by Kaori Hirayama (Musicology Office, Keio University)

日吉キャンパス公開講座
　2025年度の「日吉キャンパス公開講座」は前身の「横浜
市民大学講座」から数え51回目の開催となり、10月４日か
ら11月29日までの日程を組みました。統一テーマに沿った
話題について、日吉キャンパスの教員を中心に研究機関と
しての義塾が持つ知的情報源を広く公開し、塾内外を問わ
ず幅広い年齢層の皆様へ学んでいただくことを目標にして
います。昨今の物価上昇に伴い、前年の公開講座最終日に
告知し、今年度は受講料の改訂を行いました。そのため、
受講者数が減る心配もありましたが、定員を上回る応募を
いただき、一部キャンセル等も発生しましたが、ほぼ定員

となりました。統一テーマを「自然と人工」とし、９講師
（塾内７名、塾外２名） による各90分の講演、並びに、今
年度初めて映画の自主上映（社会問題を題材とした作品）
を藤原洋記念ホールで行いました。講演の各分野は芸術・
美術、健康、医療、SF、地理、生物、物質材料、社会問
題等、特定の分野に偏ることなく多岐に渡るようにしまし
た。 各回の講演者やタイトルは下表をご参照ください。
また「日吉公開講座」で検索いただきますと、過去の実施
分についても記載がございます。
https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/exchange/open/ （寺沢和洋）

HRP2025 踊る日吉キャンパス
　Hiyoshi Research Portfolio（HRP）は慶應義塾大学日吉
キャンパス全体で展開されている研究・教育活動を慶應義
塾内外に広く紹介することにより、同活動の成果を社会に
還元し、社会との更なる交流と連携を図ることを目的とし
ています。４年ぶりに開催されたHRP2025は「踊る日吉
キャンパス」と題し、第１部では日吉キャンパスにある４
つの研究所・センターを紹介すると共に、“日吉の多様性
を繋ぐ上で何が必要か” という視点から語りあいました。
第２部ではそれぞれのセンター・研究所の視点から一つの

テーマに取り組み、多様性を実践
する実験的ワークショップを行い
ました。30人ほどの観客でしたが、
活発な質疑応答もあり、内容的に
はとても充実したものとなりまし
た。
HRPイベントサイト
　https://hrp.hc.keio.ac.jp/event
 （小菅隼人）

日吉キャンパス公開講座「自然と人工」
講義日 講　師 テーマ

10 月  4 日（土）
3 時限目 内藤　正人 北斎とサイエンス　─幕末浮世絵師の事例より─
4 時限目 小熊　祐子 自然と人工で考える、身体活動・運動・スポーツと健康

10 月 25 日（土）
3 時限目 新島　　進 女性型人造人間が登場するフィクションから女性の人工美を考える
4 時限目 太田　　弘 「地球」／「地表」を描く「地図」　─「地図の力」と「地図のレトリック」─

11 月  8 日（土）
3 時限目 林　　牧子 アオウミウシを育ててみた！　─自然を感じ、観察する─
4 時限目 井奥　洪二 物質・材料と自然・人工

11 月 15 日（土）
3 時限目

伊東　英朗 米大陸を放射能汚染から救った歯の抜けた子どもたちの物語
4 時限目

11 月 29 日（土）
3 時限目 栗原恵美子 資源植物×科学技術が切り拓く、持続可能なゴムの未来
4 時限目 岡野　栄之 再生医療の現状と未来　─ iPS 細胞を用いた神経難病への挑戦─

 ※公開講座は変更・中止・延期となる可能性があります。

◎本イベントは、後日Youtubeでの動画公開を予定しています。ご了承の上でお申し込みください。

主催：慶應義塾大学  HRP実行委員会
お問い合わせ：HRP事務局（慶應義塾大学日吉学術研究支援課内）　 Emai l：hrpk ikaku@info .ke io .ac . jp
ht tps : //hrp .hc .ke io .ac . jp/

講演資料
6月27日頃より閲覧可能

「踊る楽しさと美しさ―身体と心の調和」
清水 花菜　慶應義塾大学 体育研究所助教（専門：新体操、スポーツ科学）

「『踊る』漢字」
山下 一夫　慶應義塾大学 外国語教育研究センター所長　理工学部教授

「天の宇受売（あめのうづめ）について」
片山 杜秀　慶應義塾大学 教養研究センター所長　法学部教授

「『踊る』にまつわる認知機能：
　　　  踊れる赤ちゃんはおしゃべりさん？」
皆川 泰代　慶應義塾大学 文学部心理学専攻教授

14：45 -16：15第 2 部

「踊る」日吉リサーチポートフォリオ
Dancing Hi yoshi  Re search Por t fol io

研究活動を繋ぐ
Connec t ing Hi yoshi  C ampus

13：00 -14：30第 1 部

コーディネーター
小菅 隼人　 慶應義塾大学理工学部教授（HRP運営委員長）

須田 芳正　 慶應義塾大学 体育研究所所長

山下 一夫　 慶應義塾大学 外国語教育研究センター所長

片山 杜秀　 慶應義塾大学 教養研究センター所長

岡本 昌樹　 慶應義塾大学 自然科学研究教育センター所長

コーディネーター
小菅 隼人　慶應義塾大学理工学部教授（HRP運営委員長）

外国語教育研究センター体育研究所 教養研究センター 自然科学研究教育センター

―踊る日吉キャンパス―
Hiyoshi  Research Por tfol io  2025

申込フォームはこちら
入場無料・要申込

慶應義塾大学 日吉キャンパス 独立館DB201教室
2 0 2 5年7月5日［土］ 13：00 - 16：15

「みなさんmiraiプロジェクト」第３期
　2025年度慶應義塾未来先導基金による慶應最大の森があ
る南三陸町（宮城県）をベースに学ぶプロジェクト。22名
の学部・院生が参加。活動内容■６月14日 参加者説明
会・講演会：一ノ瀬友博（環境情報学部）「南三陸慶應の
森の自然環境と生物相」（主催 福澤育林友の会）■７月１
日 合宿事前学習会：糟谷大河・丹羽雄一・植田浩史（全
て経済学部）■８月８日～ 11日（南三陸合宿）■８月18
日 合宿後ミーティング■９月29日 活動報告会「キャンパ
スで、現場へ行くことの意味を考えよう」３期生による活
動報告。基調講演：籾木佑介氏（法学部卒。旧南三陸プロ
ジェクトメンバー。NHK政経・国際番組部ディレクタ

ー）「〈問い〉」
は現場（フィ
ールド）から
生 ま れ る 」。
学生とのトー
クセッション。
　なお、２期
生が考案した杉の間伐材のチャームが義塾の公式グッズと
して販売中。
　 https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/minasa nmirai/
 （津田眞弓）

　　株式会社アカツキ寄附講座「エンターテインメントビジネス論」
　2025年度春学期に「エンターテインメントビジネス論」を実施し
ました。アニメやゲームを始めとしたエンターテインメントビジネ
スについて、理論と実務の双方から学際的・分野横断的なアプロー
チを行うもので、2022年度に実験授業を実施した後、2023年度から
株式会社アカツキ寄附講座として正式に開始されました。前年度に
引き続き2025年度も三原龍太郎（経済学部）がコーディネーターを
つとめるとともに、授業は主に非常勤講師の中山淳雄が担当しまし
た。中山や慶應義塾大学教員によるエンターテインメントビジネス
に関する講義に加え、アニメ、テーマパーク、映画、芸能、ゲーム、
ショートドラマといったエンターテインメントビジネスの各分野で活躍されているゲストスピーカーと中山が対談を行うと
いう形式で進められました。ゲストスピーカーは毎回非常に豪華なメンバーで、出席者と登壇者との間で活発な議論が交わ
され、非常に充実した内容となりました。 （三原龍太郎）

　　株式会社コーエーテクモホールディングス寄附講座「日吉学」
〜探求編　探ってみようその先を〜
　「日吉」をテーマに、何か疑問を発見して4000字の論文にまとめる
──それがこの授業のゴールです。今年も一貫教育校と大学の枠を越
え、地学、生物学、考古学、中世史、近現代史、学校史、哲学、文学
など多様な専門を持つ９名の教員が共同で担当し、25名の学生と慶應
高校生３名が論文執筆に取り組みました。授業の前半は、キャンパス
内外のフィールドワークを毎週異なるテーマで行い、久しぶりに授業
時間内で日吉台地下壕見学も実施しました。受講者に「教えすぎな
い」ことを教員で申し合わせ、受講者自身が発見し、探求してもらう
ことを目指しました。従来は20名に満たない規模でしたが、本年は初
めて人数を制限し、熱気と活発な議論のある授業となりました。提出
された論文は、昨年から学生の手で編集した冊子としてまとめて蓄積
しています。
 （都倉武之）

　　最後の「身体知─創造的コミュニケーションと言語力」を終えて
　この2025年度の夏をもって、教養研究
センター設置科目「身体知─創造的コ
ミュニケーションと言語力」は15年（実
験授業の期間を入れると20年）の幕を下
ろしました。本年度はその歴史にふさわ
しく「はじまりと終わり」をテーマとす
る三つの短編小説をテキストに据えまし
た。講師には、この３年間身体知の授業
を共に培ってくださったダンサー兼振付家のアオキ裕キ氏のほか、作詞家として活躍するアーティストのエンドケイプ氏、
コミュニティダンスのファシリテーターを務める寒川明香氏を迎え、身体・言葉・コミュニティの３つの柱のもとで安心で
きる環境を構築し、体と言語の可能性を追求する授業を展開しました。最終日の８月16日には成果発表会を開催し、実験授
業の頃を含む過去の「身体知」履修者も大勢参加。これまでの授業を振り返るひと時となりました。履修者を通して授業成
果がいろいろな場面で花開いていく確信を残して授業は終わりました。20年間この授業に参加してくださった皆様、授業の
運営を可能にしてくださった教養研究センターの皆様に感謝いたします。ありがとうございました。 （横山千晶）

　2025年度の庄内セミナーは８月29日から９月１日まで無事催行できました。「庄内に学ぶ生命─死と生を繋ぐ」をテー
マに、高等学校から大学院まで計19名の参加者は、講師の先生方をはじめ訪問先でお会いした皆様の熱い思いを吸収し、
湯殿山で修験体験をし、連日議論しました。今回も温かく迎えて下さった鶴岡の皆様に深く感謝いたします。
� （実行委員長・経済学部　鈴木亮子）

第14回「庄内セミナー」報告第14回「庄内セミナー」報告

生命に向き合える時間
　「死と生を繋ぐ『生命』」本セミナーではこの論題について
高校生から院生まで様々な世代や学部の異なる塾生が集まり、
庄内での体験を通じて得た知識や考えを基に議論を盛んに交
し合いました。私たちの班は「死と生は繋がっており分けて
考える必要はない」という結論に至りました。しかしながら
興味深いことに、私たちはこの数日間同じ物事を見て聞いて
学んだはずであるのに異なる様々な見解が議論に上がりまし
た。生命に対して深く討論できる機会はあまり多くない中、
その機会を与えていただき様々な考えを持つことのできる仲
間と意見を分かち合えた本セミナーは、私の人生において有
意義な時間となりました。
 （理工学部２年　千田勝晴）

生と死、そして科学と宗教
　これまでの生活では、生と死についてじっくり考える余裕
がありませんでした。しかし、都会の喧噪を離れ、多種多様
な経験を持つ学生たちと、生死とは何か、真剣に議論を重ね
るとても貴重な４日間を過ごすことができました。科学、宗
教、そして庄内の風土という異なる視点から多様な体験を重
ねる中で、日に日に議論が濃厚になっていく変化が面白かっ
たです。また、科学と宗教は相反するものだと考えていまし
たが、実際には異なる論理を用いながらも、同じ結論にたど
り着くことがあるという不思議さを実感し、新しい物の見方
を得ることができたと感じています。
 （商学部４年　高橋万優子）

思考の材料としての庄内での体験
　生と死。考えることも、他人の主張に意見することも憚ら
れるテーマです。しかし、人が皆経験するものであり、そこ
から逃げずに議論したいという学生と集まれたのは私にとっ
て幸せでした。議論では、個々の視点からの意見が出され、
語らいが絶えませんでした。時にはセミナーやテーマ設定に
対してメタ的な視点から考えることもありました。また、
テーマについての思考の材料として様々な体験をするという
ことは初めてでした。修験体験や八朔祭、先端研での活動か
ら、宿で採って食べたタマゴタケに至るまで、生命について
深く考えさせられた４日間でした。生と死に五感で触れ、考
えの糸口となった庄内の風土、セミナーのプログラムに感謝
しています。 （慶應義塾高等学校３年　齋藤遥）

生きることは楽しい
　よく食べ、よく学び、よく考え、よく語りあう。生命溢れ
る庄内の地で、私は生と死と生命について向き合いました。
未来永劫生き続ける即身仏、個体としては死ぬが超個体とし
て生き続ける群生林やきのこ、乾眠して生と死を行き来する
クマムシ、山伏として修験し生まれ変わる人々。多様な在り
方を目の当たりにしました。修験を体験し、生まれ変わった
今想うことは、「生きることは楽しい」という素直な気持ち
です。複雑な世界のなかで、ただ実直に自分の気持ちと向き
合い、楽しく生きること。湯殿の神様方のもとで、私はその
ことを学ばせていただきました。
 （経済学研究科修士１年　田嶋康汰）

南三陸町震災復興祈念公園
「祈りの丘」
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100年、80年、40年──周年に響くレクイエム

教養研究センター副所長

高橋宣也（文学部）
Nobuya Takahashi

　今年2025年は「昭和100年」なのだそうです。令和も平
成も飛び越えて、レトロに昭和を懐かしむ風潮からすれば、

「古き良き昭和」を振り返るのには格好の節目というとこ
ろでしょうか。しかしその昭和には第二次世界大戦という
厄災もあり、今年はその終結80年でもあります。人間が自
らにもたらした悲惨から、世界の人々は愚行の所以を学び、
困難はあっても、この80年の間に賢明な進路を辿ろうと努
めてきたはず。
　そこにもう一つ、日航ジャンボ機墜落事故から40年とい
う月日に感慨も浮かびます。ここ100年に大いに躍進した
科学技術の負の面として忘れ難い大事故です。当時学生
だった私が所属していた大学オーケストラの後輩の親御さ
んがそこで亡くなりました。戦後日本のオーディオブーム
を支えた技術者でいらしたといいます。陽の照りつけるな
か仲間たちと葬儀に参列したあの日のことは、今も脳裏に
焼き付いています。
　そうした節目の今年、日本ではいくつかのオーケストラ
がブリテン作曲の〈戦争レクイエム〉の公演を行いました。
第二次世界大戦で破壊された聖堂の再建を記念して書かれ
た大曲です。この曲では、大戦の犠牲者を通例のラテン語
典礼の形式に則って悼みながら、その進行に第一次世界大

戦で戦死した詩人オーエンの英語詩の歌が割って入り、戦
場で敵対した者たちが嘆き、死神と戯れ、遂には和解へと
向かいます。日陰にある人や子どもの心情に寄り添うこと
を本領とするブリテンが、筋金入りの平和主義者として敢
えて公の場に向けて放った、渾身の音楽モニュメントです。
　ブリテンが描く慰藉への道は、ひと筋にはいきません。
大砲は、悪を撃つ有効な手段であり、魂から断ち切られる
べき禍々しい兵器でもあります。ラテン語の式次第ではア
ブラハムの子孫はフーガ形式で増殖するのが当たり前なの
に、そこにオーエンの詩が邪魔に入って寓話の常道を逆転
させてしまい、アブラハムは息子イサクを殺害、それに
伴ってヨーロッパの人口は減っていきます。しかしそれで
も、個としての人は死にまみえても敵対者と向き合い、当
の相手に寄り添い、安息の眠りへと互いをいざなうのです。
　この作品にはいまだ現代に通じるアクチュアリティーが
ある、という事実はむしろ不幸なことなのですが、それで
もこの戦後80年の折に演奏すること自体が、悲劇を振り返
り、死者を記憶し、前進する力を聴き手にもたらしてくれ
ます。
　事故による死も、戦禍の犠牲のことも、周年の節目は思
いを致す縁となります。記憶はやがては風化し変容するを
免れませんが、立ち止まって省みることをやめれば、それ
は結局は知性を、教養を手放すことにつながるでしょう。
芸術作品の体験は、そんな人間性の劣化を阻む真摯な行為
となるはずです。〈戦争レクイエム〉を締めくくる曖昧で
謎めいた、しかしほのかに暖かい長調の「アーメン」
にこもった希望の響きに、私はじっと耳を傾けます。
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私 の 「 ス ー パ ー 銭 湯 」 自 慢

私は毎週のようにスーパー銭湯に通っています。最初は気分転換のための、ささやかな習慣にすぎませんでし
た。しかし、気がつけば関東圏のスーパー銭湯はほとんど巡り終えていました。最近では新幹線に乗り、関東

周辺の温浴施設へと足を延ばすようになりました。いわば“湯活遠征”です。
　学会や研究発表で地方を訪れた際にも、現地のスーパー銭湯に立ち寄ることが少なくありません。東京の施設とは
異なる趣や、地元の人々の何気ない会話、湯の肌触り、湯上がりの空気には、その土地ならではの風土がにじみ出て
います。日常を少し離れて、世界を別の角度から見つめ直すような、そんな時間がそこにはあります。
　私たちが所属する日吉キャンパスの近くには、「綱島源泉 湯けむりの庄」という名
湯があります。綱島は昭和初期に温泉街として栄え、「東京の奥座敷」とも呼ばれて
いました。今ではその面影も薄れましたが、湯けむりの庄に足を踏み入れると、当時
の風情がかすかに感じられます。黒湯の天然温泉や炭酸泉、和の趣を感じさせる内装
など、館内は癒しに満ちた空間です。
　そして湯上がりには、決まってビールと軽いつまみをいただきます。火照った体に
冷たい一杯が染みわたるとき、「ああ、また一週間、頑張れそうだな」と感じます。
スーパー銭湯は、私にとって癒しであると同時に、ささやかな再出発の場でもあるの
です。
 （システムデザイン・マネジメント研究科　水門善之）

　

【想像力とコミュニティ研究会30】 
すごいぞ！シロアリのコミュニティ

９月30日（火）18：30～ 20：00　カドベヤ
【基盤研究】文理連接プロジェクト第４回　中間発表１

10月４日（土）日吉キャンパス来往舎103・104
古楽アカデミー・オーケストラ・小合唱／ヴェルニゲ

ローデ放送合唱団青年部(ドイツ)との合同・交流演奏会
10月12日（日）　藤原洋記念ホール

【「学び場」プロジェクト】
10月13日（月）～ 2026年１月23日（金） 

日吉図書館1階スタディサポート
【想像力とコミュニティ研究会32】得我（描）く 

ワタシとI do meするわたし〜命の伝道師を目指す、 
新しい自分探しと自己選択の軌跡〜

11月４日（火）18：30～ 20：00　カドベヤ
【読書会】「晴読雨読」第18回：若澤佑典

11月12日（水）17：00～18：00　日吉キャンパス来往舎103/104
【学会・ワークショップ等開催支援】国際シンポジウム： 

ウクライナ文化の奥深さと多様性─最前線からの報告
11月19日（水）13：50～ 18：10 

日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース
【学会・ワークショップ等開催支援】日吉キャンパスにえがく夢 
─第五校舎跡地から考える持続可能なキャンパスライフ─

12月（予定）　日吉キャンパス内
【学会・ワークショップ等開催支援】 

慶應義塾大学体育研究所・公社）全国大学体育連合関東
支部共催ワークショップ「ルーブリック活用のための

ワークショップ&ディスカッション」
12月６日（土）　日吉キャンパススポーツ棟

教養の一貫教育vol.12　舞踏家・小林嵯峨による 
舞踏ワークショップ「こころ」

12月17日（金）15：15～ 17：30　高等学校日吉協育ホール
【読書会】「晴読雨読」第19回：若澤佑典

12月（予定）日吉キャンパス内
コレギウム・ムジクム・オーケストラ演奏会

１月７日（水）　藤原洋記念ホール
古楽アカデミー・オーケストラ・小合唱演奏会

１月10日（土）　藤原洋記念ホール

【日吉キャンパス公開講座】「自然と人工」
１回目：10月４日（土）、２回目：10月25日（土） 
３回目：11月８日（土）、４回目：11月15日（土） 
５回目：11月29日（土） 
13：00～16：15　日吉キャンパスD101教室／藤原洋記念ホール（11/15のみ）

【学会・ワークショップ等開催支援】私の身体と記憶を
紡ぐ─アンナ・バースによる舞踏と即興ワークショップ
10月７日（火）　日吉キャンパス来往舎大会議室

【情報の教養学】第４回：山中祥太「使いやすいユーザ
インタフェースのデザインを理論的に研究する」
10月22日（水）16：30～ 18：00　日吉キャンパス来往舎大会議室

【想像力とコミュニティ研究会31】 
ダンスで世界をつなぐ　東京⇔ベルリン 
パフォーマンスプロジェクト チームMIMIZUの挑戦
10月28日（火）18：30～ 20：00　日吉キャンパス来往舎大会議室

【情報の教養学】第５回：山本龍彦 
「AI×アテンション・エコノミーと人間の尊厳 
─SNSはあなたを幸福にしていますか？─」
11月５日（水）16：30～ 18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【情報の教養学】第６回：高道慎之介「音のAIを知り人間を知ろう」
12月３日（水）16：30～ 18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【HAPP】新入生歓迎行事／ジェンダーレスなインプレッションメイク
12月５日（金）16：30～18：30 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【基盤研究】文理連接プロジェクト第５回　中間発表２
12月６日（土）　日吉キャンパス来往舎103・104

【学会・ワークショップ等開催支援】 
Analytic Number Theory and Special Functions
12月８日（月）～ 10日（水）　日吉キャンパス来往舎

【HAPP】新入生歓迎企画／教養の一貫教育Vol.11 
「永井荷風文学賞リレー講演会」１
12月12日（金）15：15～ 17：45　高等学校日吉協育ホール

【基盤研究】文理連接プロジェクト第６回　最終発表
2月28日（土）　日吉キャンパス来往舎103・104

【読書会】「晴読雨読」第20回：若澤佑典
３月（予定）日吉キャンパス内

第二次世界大戦で爆撃されたイギリス、コ
ヴェントリー大聖堂の今に残る廃墟。この隣
に建立された新しい聖堂のためにブリテンの
曲は書かれた。

12
月

11
月

10
月

１
月

※活動予定は中止・延期・変更となる可能性があります。

基盤研究
教養研究講演会 no.11 オウム真理教事件を通じて現代社会を見る─「抑圧されたもの」の回帰のように

　教養研究センターは看板通りに教養を研究すべし。教養
の中でも大切なのはたとえば宗教。というわけで、ここ何
年か、宗教をテーマに講演会を行っています。でも、いわ
ゆる新興宗教についてはまだだったのです。そこで、社会
学者の大澤真幸先生をお招きし、６月４日に開催したのが

「オウム真理教事件を通じて現代社会を見る─「抑圧され
たもの」の回帰のように」でありました。地下鉄サリン事
件はちょうど30年前。戦後50年の年でした。東京のど真ん
中での毒ガスを用いた無差別テロ。しかもそれを新興宗教
団体が起こした。あまりに異常で例外的。でも30年たって
そう言えるのか。本講演の問題意識でしょう。そもそも流

行する新興宗教の危機意識の
もちようや極端な行動とは、
後から考えれば未来の尖鋭な
先取りであることが多いので
す。オウム真理教の場合も、
2020年代になってみれば、た
とえば超大国の行動原理の先
取りのように解釈しうる。そ
うした観点からの縦横無尽な
語りに会場は震撼したのでし
た。 （片山杜秀）

読書会「晴読雨読」アイデアの系譜学
　「書籍と発想を持ち寄る」本読書会も、企画実施３年目
を迎えました。日吉キャンパスの季節感を意識しつつ、毎
回「ちょっと謎めいた、しかし自分も何かを言いたくな
る」お題を掲げ、来往舎103/104号室に集っています。25
年度の初回は、新生活が始まる春ということで「思考のリ
ズム感覚：論理のスタートダッシュ」（４月30日）と銘打
ちました。第２回は『鳥たちのフランス文学』に触発され、

「鳥たちの来襲？：歌声・かたち・移動」（５月30日）とい
うお題に。第３回の「熱帯的感受性：ムシムシの彼岸にあ
る言葉たち」（７月16日）では学期末の疲弊感を言語感覚
に取り込み、第４回の「弱音の効用：フラジャイルなもの
の愛で方・接し方」（８月７日）ではヨシタケシンスケの

絵本を扱いました。時
に他キャンパス（三田
に加えて、信濃町の医
学部生も！）からの参
加、慶應義塾高校の生
徒や先生方の来訪、通
信教育課程や卒業生の
みなさんのコミットメ
ントによって、毎回創
造的な混沌が生まれて
います。
 （若澤佑典）

文理連接プロジェクト

　2025年度の「文理連接研究会」は、昨年度に続き「人
工」という共通テーマの下で、２回のゲスト講演と４回の
ワークショップを行い、年度末に論考集『連接』第４号

（2026年４月発行予定）を作成します。
　１回目のゲスト講演（５月24日）は冨岡薫さん（東京大
学特任研究員）による「日本における人工妊娠中絶の歴史
と現状：過去、現在、そして未来へ」、２回目のゲスト講
演（６月28日）は金子晋丈さん（理工学部）による「ネッ
トワーク：自然と人工のインタラクション」でした。この
２回の講演を今年度の出発点として、研究会の参加者（随
時募集中）各自が、それぞれの専門分野の視点から、年度
末までに「人工」についての考察をまとめます。
　７月19日に論考の計画発表、10月４日と12月６日に中間

発表、２月28日に最終発表を行
い、文理を跨ぐ異なる分野の研
究者たちが、「人工」に係わる
様々な主題について自由に議論
をし、大いに触発し合います。
　研究会の活動については随時
ブログで公開しており、2022年度から2024年度までの成果
である『連接』第１号、第２号、第３号も閲覧できます

（https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/bunri/）。研究会への参加は
基本的に研究者・教員に限定していますが、どなたでも気
軽にご参加いただけます。関心のある方はぜひご連絡くだ
さい。
 （荒金直人）

大澤 真幸
Masachi Osawa

6 月 4 日（水）
18:10 ～ 19:40

no.11

主催 ： 慶應義塾大学教養研究センター お問合せ ： toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

日吉キャンパス来往舎 1F

シンポジウムスペース

プロフィール

　1958年長野県松本市生まれ。東京大学大学院社会学
研究科卒。社会学博士。千葉大学文学部助教授、京都
大学大学院人間・環境学研究科教授等を歴任。現在、
個人思想誌『Thinking「O」』（左右社）主宰。『行
為の代数学』（青土社）、『身体の比較社会学』（勁
草書房）、『増補　虚構の時代の果て』（ちくま学芸
文庫）、『不可能性の時代』（岩波新書）、『ナショ
ナリズムの由来』（講談社、毎日出版文化賞）、『ふ
しぎなキリスト教』（橋爪大三郎と共著、講談社現代
新書、中央公論新書大賞）、『自由という牢獄』（岩
波書店、河合隼雄学芸賞）、『社会学史』（講談社現
代新書）、『〈世界史〉の哲学』シリーズ（講談
社）、『西洋近代の罪』（朝日新書）等、著書多数。

無料・予約不要

対象：研究者、教職員、関心のある学部生・大学院生

ちょうど30年前にオウム真理教団によって引き起こされた地下鉄サリン
事件は、宗教的な集団が「先進国」の都市の真ん中で引き起こした無差
別テロとしては、世界で初めての出来事であった。このとき、世界中の
人は「こんなことが起きるのか」と驚いたのだが、その後の短い歴史を
振り返ると、2001年の911テロをはじめ、アメリカやヨーロッパの大都
市では、いわゆる原理主義者たちが何度もテロを引き起こしてきた。オ
ウム真理教によるテロは、21世紀の政治・宗教的現象の予兆のようなも
のであった。

有名大学の学生や出身者等の知的エリートをおもなメンバーとしていた
教団が、どうしてあのようなテロに走ったのか。オウムの終末論的な世
界観、彼らが希求した（人間）関係のあり方などを検討すると、奇妙な
ことに気づく。インターネットの大衆的普及の前夜の日本の社会的・文
化的な状況がわかるだけではなく、今まさに国際社会を舞台にして起き
ていること（たとえばトランプ現象）の本性が見えてくるのだ。現代社
会で起きていることは、「オウム的なるもの」の、幻想の内容としては
希釈された、しかし社会的な規模としては大幅に拡大された、（意図せ
ざる）回帰のようなものとして解釈できる。
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2025 年度教養研究センター主催読書会　晴読雨読

弱
音
の
効
用

問い合わせ：
toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

若澤佑典文学部准教授
　（日吉・英語）　　

１３： 00 ～
１４ ： 00　（予定）

※途中入退室可

場所 ：日吉キャンパス

来往舎1 階 103/104

対象 ： 塾生・ 教職員

（卒業生、 高校生も

来場を歓迎します！）

 ★事前登録不要★

アイデアの系譜学⑰

「アイデアの系譜学」読書会とは…
「アイデアの歴史」（History of Ideas）という学問分野を参照しつ
つ発想の生成・循環・変容をテーマに「あれこれ喋る」、書籍持ち寄
り型の会になります。前回からの継続参加、今回のみの単発参加の
両方を歓迎します。
日吉の１～２年生だけでなく、三田の上級生、湘南藤沢や信濃町から
の参加、時には高校生や教員たちの「往来がある」ことが本会の特
徴です。当日、どんな流れになるかは、集まってみるまで主催者も分
かりません。「創造的な混沌」を目指す場です！

フ
ラ
ジ
ャ
イ
ル
な
も
の
の
愛
で
方
・接
し
方＜「良い弱音」もあるらしい＞

弱さは隠すものでも、克服するものでもなく、「共」に生きて
いく「友」にもなれるようです。キーは弱さの言語化です。ヨ
シタケシンスケ『ヨイヨワネ』のあおむけ編とうつぶせ編を参
照しながら、あるいは松岡正剛『フラジャイル：弱さからの出
発』を紹介しながら、弱さについて、愉快軽快に語るスタイル
を探ってみます。
情感的湿気ムンムンの「弱音」という単語も、「ヨワネ」と書
くとなんだか可愛く思えてきます。ひょっとしたら、われわれ
に必要なのは「弱さの概念的な掘り下げ」ではなく、言葉の波
打ち際で「その音や形で遊ぶ」デザイン感覚なのかもしれませ
ん。弱さへの学問的正面突破ではなく、言語遊戯的な「すり抜
け方」を数冊の本と共に考えます。夏休みの静かなキャンパス
で、ブックトークを満喫いたしましょう！

8月 7日 （木）

情報の教養学（2025年度春学期）
　2025年度春学期の「情報の教養学」では、３件の講
演を実施しました。
　まず、福井健策氏（弁護士）は、生成AIと権利に
ついて講演しました。近年のAIは画像、動画、声な
どのコンテンツを生成できることをまず述べ、その上
で、無断で本物を模倣し公開されている例をとりあげ
ました。このようなコンテンツに対して著作権や肖像
権などの権利がどのように適用されるのか、問題はど
こにあるのかなどを議論しました。
　次に、太田雅文氏（東急総合研究所フェロー）は、公共
交通機関に基づいた都市づくり（TOD; Transit-Oriented 
Development）について講演しました。TODそのものの
考え方から始め、東急沿線でどのようにそれを行ってきた
のか、「サステナブル」の観点から今後どう考えるべきか
などを議論しました。
　最後に、伊藤公平塾長は、慶應義塾で学ぶことに対する
考え方について講演しました。まず、1880年代の慶應義塾

とハーバード大学の関係を例に取り上げ、歴史は自分がと
るべきスタンスの参考になると述べました。そして、10～
20代こそじっくりと考え、知識やいろいろな考え方を身に
つける時期であり、読む力、書く力の重要性について述べ
ました。
　いずれの講演も参加者は興味深く聴講し、質疑も活発で
した。2025年度秋学期は３件の講演を実施する予定です。
 （高田真吾）

学習相談
　今学期も各相談者のニーズに合わせ、様々なアドバイス
をしてまいりました。相談の内容は多岐にわたりましたが、
多かったものとしては、レポートの書き方や既にできたレ
ポートに対するアドバイス、参考文献の書き方などでした。
相談員の間でも引継ぎなどでコミュニケーションをとり、
各相談者の疑問や不安を少しでも解消できるように努めて
まいりました。
　一方で学習相談デスクで待機していると、通りがかった
友人に何をしているのか声を掛けられることも多く、学習
相談の知名度が低いことを残念に思ったこともありました。

相談者の中にはポスターを見て
来てくださった方も多くいたこ
とから、今後はポスターの増設
やイベントの開催などの広報に
力を入れたいです。そして「学
習相談の存在を知っていたら利
用したのに」というような方を
少しでも減らせるよう励んでま
いります。
 （間瀬春佳・法学部２年）

学学習習相相談談
日吉メディアセンター

レポートの筆、
止まってしまったら…

・そもそも課題に何を書けばいい？
・レポートの構成って？
・資料の使い方がわからない…
・参考文献/注の使い方を知りたい
・伝わるプレゼン方法は？

…その悩み、先輩に相談
してみませんか？

新新入入生生
必必見見！！

各種メディアで情報発信中！

◇実施日時：2025年 4/14(月)～7/25(金)
◇場所：日吉図書館1階 スタディサポート

直接カウンターまでお越しください！
Webサイトよりご予約も受け付けます。

お問い合わせ：mc-hys-ref@adst.keio.ac.jp
共催 日吉メディアセンター・教養研究センター・日吉学生部

学学生生相相談談員員がが、、同同じじ学学生生目目線線でで
アアドドババイイススししまますす！！

2025.04

学習相談員による大学生活スタートダッシュ講座─勉強から課外活動まで─
　期待と春の陽が輝く新学期、学生生活や勉強に対する
新入生の不安を和らげることを目的とし、学習相談員に
よるトークイベントを開催しました。４月３日・４日の
両日合わせて47名の参加がありました。
イベント前半では学習相談員の時間割等を紹介し、後半
では学部別にグループに分かれての質問タイムを設けま
した。質問タイムでは、学習に関することはもちろん、
サークル等の課外活動の話題も広がり、相談員一同も新
鮮な気持ちでアドバイスしました。ある参加者の質問が
他の参加者の疑問解消につながる場面も何度かあり、グ
ループでの質問タイムの有効性が見られました。

昨年の反省を踏まえ、
日程を履修登録前に
設定し、後半の質問
タイムを長めに確保
することで、時間割
の相談や個々の疑問
に丁寧に対応できま
した。次回の企画で
も、参加の促進と一人ひとりのニーズに沿ったイベント
運営の両立を図ってまいります。
 （福吉諒吉・経済学部３年）
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